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２
０
２
４
年
７
月
26
日
か
ら
８
月
11

日
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
第
33
回

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
、
開
催
さ

れ
た
。
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
に
は
本
学
卒
業

生
と
現
役
生
６
人
が
出
場
し
、
う
ち
５

人
が
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
メ
ダ
リ
ス

ト
は
法
学
部
４
年
生
で
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

部
所
属
の
尾
﨑
世
梨
選
手
は
じ
め
、
敷

根
崇
裕
選
手
（
法
学
部
20
年
度
卒
業
）、

髙
嶋
理
紗
選
手
（
国
際
文
化
学
部
20
年

度
卒
業
）、
福
島
史
帆
実
選
手
（
法
学

部
17
年
度
卒
業
）、
見
延
和
靖
選
手
（
法

学
部
10
年
度
卒
業
）
の
５
人
。

メ
ダ
リ
ス
ト
は
、
創
立
90
周
年
を
迎

え
る
名
門
法
政
大
学
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

で
切
磋
琢
磨
し
、
世
界
の
頂
点
に
挑
み
、

こ
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。

法政大学フェンシング部

敷根 崇裕
（しきね たかひろ）

1997年12月7日、大分
県生まれ、27歳。東亜学
園高校を経て法政大学法
学部へ。卒業後、NEXUS 
FENCING CLUBに所属。
オリンピック初出場となる
2021年の東京大会では個
人・団体ともに4位。2024
年パリオリンピックでは個
人では2回戦敗退なるも、
団体で優勝。

「
準
決
勝
の
フ
ラ
ン
ス
に
は

勝
て
る
自
信
が
あ
り
ま
し
た
が

イ
タ
リ
ア
に
は
近
年
勝
つ
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の

勝
利
は
格
別
で
し
た
」
と
振
り

返
る
の
は
、
２
０
２
４
年
パ
リ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
男
子
フ
ル
ー
レ
団
体
で
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
敷
根
崇
裕
選

手
。
感
情
を
抑
え
つ
つ
闘
志
を

内
に
秘
め
て
き
た
敷
根
選
手

に
、
悲
願
の
金
メ
ダ
ル
へ
の
道

の
り
を
聞
い
た
。

小
６
で
決
意
し
た

五
輪
の
金
メ
ダ
ル

「
将
来
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
必

ず
金
メ
ダ
ル
を
取
る
」
そ
う
心

に
決
め
た
の
は
小
学
６
年
生
の

と
き
だ
っ
た
。
敷
根
家
は
家
族

４
人
全
員
が
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選

手
。
法
政
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
監

督
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
父
・

裕
一
さ
ん
、
１
つ
年
上
の
兄
と

自
宅
の
リ
ビ
ン
グ
で
６
歳
か
ら

剣
を
交
え
る
よ
う
に
な
り
、
小

学
校
か
ら
は
父
の
勤
務
先
の
高

校
で
練
習
に
励
ん
だ
。
パ
リ
で

行
わ
れ
た
小
中
学
生
の
国
際
大

会
で
ベ
ス
ト
８
ま
で
進
ん
だ
こ

と
が
大
き
な
自
信
に
な
り
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
優
勝
と
い
う
夢
を

抱
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

「
こ
の
大
会
の
後
、
独
特
な

構
え
を
編
み
出
し
ま
し
た
。
剣

先
を
下
げ
て
攻
撃
す
る
方
法
で

す
。
剣
を
払
わ
れ
て
し
ま
う
と

攻
撃
権
が
相
手
に
移
っ
て
し
ま

う
の
を
防
ぐ
手
法
で
は
あ
る
ん

で
す
が
、
日
本
人
選
手
で
こ
の

構
え
を
す
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い

な
く
て
、
コ
ー
チ
か
ら
は
か
な

り
反
対
さ
れ
ま
し
た
」

単
に
試
合
に
勝
つ
の
で
は
な

く
、
流
麗
な
フ
ォ
ー
ム
で
決
め

【
世
の
中
の
主
な
出
来
事
】

法
政
大
学
の
出
来
事

１
８
８
０
年（
明
治
13
）「
君
が
代
」の
曲
譜
制
定

◦
東
京
法
学
社（
講
法
局
・
代
言
局
）設
立
。

◦
在
野
の
法
律
家
・
金
丸
鉄
と
伊
藤
修
ら
に
よ
っ
て
東
京
駿
河
台
に
創
ら
れ
た
。

１
８
８
１
年（
明
治
14
）
三
省
堂
創
業

◦
東
京
法
学
社
の
講
法
局
を
独
立
さ
せ
、東
京
法
学
校
と
な
る
。（
主
幹 

薩
埵
正
邦
）

１
８
８
３
年（
明
治
16
）
オ
リ
エ
ン
ト
急
行
開
通

◦
政
府
の
法
律
顧
問
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
か
ら
招
か
れ
て
い
た
パ
リ
大
学
教
授（
ア
グ
レ
ジ
ェ
）ボ

ア
ソ
ナ
ー
ド
博
士
が
教
頭
に
就
任
。

１
８
８
９
年（
明
治
22
）
万
歳
三
唱
が
始
ま
る

◦
東
京
法
学
校
と
東
京
仏
学
校
と
が
合
併
し
て
、和
仏
法
律
学
校
と
改
称
。

◦
大
日
本
帝
国
憲
法
の
発
布
。

１
９
０
３
年（
明
治
36
）
国
定
教
科
書
が
制
度
化

◦
専
門
学
校
令
に
よ
り
財
団
法
人
和
仏
法
律
学
校
法
政
大
学
と
名
称
を
改
め
、予
科
、大
学

部
、専
門
部
、高
等
研
究
科
を
設
置
。

１
９
２
０
年（
大
正
９
）
国
際
連
盟
が
成
立

◦
大
学
令
に
よ
り
初
め
て
私
立
大
学
の
設
置
が
許
可
さ
れ
、財
団
法
人
法
政
大
学
と
な
る
。

◦
法
学
部
、経
済
学
部
を
設
置
。大
学
予
科
、専
門
部
お
よ
び
各
学
部
研
究
科
を
擁
す
る
有
数
の
私

立
大
学
と
な
る
。

１
９
２
１
年（
大
正
10
）
メ
ー
ト
ル
法
が
公
布

◦
麹
町
区
富
士
見
町
４
丁
目（
現
在
の
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
） 

に
校
舎
を
新
築
し
移
転
。

１
９
２
２
年（
大
正
11
）
江
崎
グ
リ
コ
設
立

◦
法
学
部
に
文
学
科
、哲
学
科
を
新
設
し
て
法
文
学
部
と
な
る
。

１
９
４
３
年（
昭
和
18
）
野
球
で
敵
性
語
を
追
放

◦「
在
学
徴
集
延
期
臨
時
特
例
」（
勅
令
）に
よ
る
学
徒
出
陣
。

１
９
４
４
年（
昭
和
19
）
大
学
・
高
専
で
の

軍
事
教
育
全
面
強
化

◦
工
学
部
の
前
身
、法
政
大
学
設
立
航
空
工
業
専
門
学
校
を
設
置
。

１
９
４
５
年（
昭
和
20
）
玉
音
放
送

◦
空
襲
に
よ
り
富
士
見
地
区
校
舎
の
大
半
を
焼
失
。

１
９
４
７
年（
昭
和
22
）
第
１
回
統
一
地
方
選
挙

◦
法
文
学
部
が
法
学
部
、文
学
部
に
改
編
さ
れ
、経
済
学
部
と
合
わ
せ
て
３
学
部
と
な
る
。

同
年
７
月
に
通
信
教
育
部
を
設
置
。

１
９
４
９
年（
昭
和
24
）
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
発
足

◦
学
校
教
育
法
に
よ
り
新
制
大
学
と
し
て
発
足
。

１
９
５
０
年（
昭
和
25
）
朝
鮮
戦
争
始
ま
る

◦
工
学
部
を
設
置
、大
内 

兵
衞
総
長
就
任
。

１
９
５
１
年（
昭
和
26
）
日
本
が
ユ
ネ
ス
コ
に
加
入

◦
私
立
学
校
法
に
よ
り
学
校
法
人
法
政
大
学
と
な
る
。新
制
大
学
院（
人
文
科
学
研
究
科
・

社
会
科
学
研
究
科
）を
設
置
。

１
９
５
２
年（
昭
和
27
）
エ
リ
ザ
ベ
ス
二
世
が
即
位

◦
社
会
学
部
を
設
置
。

１
９
５
９
年（
昭
和
34
）
テ
レ
ビ
局
が
続
々
開
局

◦
経
営
学
部
を
設
置
。

１
９
６
４
年（
昭
和
39
）
日
本
人
の
海
外
観
光
渡
航
自
由
化

◦
小
金
井
校
舎
竣
工
。

１
９
６
５
年（
昭
和
40
）
米
国
が
北
ベ
ト
ナ
ム
攻
撃
開
始
◦
大
学
院
工
学
研
究
科
を
設
置
。

１
９
８
０
年（
昭
和
55
）
モ
ス
ク
ワ
五
輪
ボ
イ
コ
ッ
ト

◦
創
立
１
０
０
周
年
。

１
９
８
４
年（
昭
和
59
）
福
沢
諭
吉
の
新
札
を
発
行

◦
多
摩
校
舎
竣
工
。経
済
学
部
第
一
部
と
社
会
学
部
第
一
部
の
１
年
次
生
、多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で

授
業
開
始
。

１
９
９
２
年（
平
成
４
）
き
ん
さ
ん
、ぎ
ん
さ
ん
１
０
０
歳

◦
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
経
済
学
専
攻
の
昼
夜
開
講
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、経
営
学

専
攻
を
設
置
し
、昼
夜
開
講
を
実
施
。92
年
館（
大
学
院
棟
）竣
工
。

１
９
９
３
年（
平
成
５
）
細
川
連
立
政
権

◦
工
学
部
の
学
科
を
改
組
し
、８
学
科
編
成
と
な
る
。

１
９
９
４
年（
平
成
６
）
円
高
１
０
０
円
突
破

◦
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
の「
南
館
」竣
工
。

１
９
９
９
年（
平
成
11
）
欧
州
に
ユ
ー
ロ
が
誕
生

◦
国
際
文
化
学
部
、人
間
環
境
学
部
を
設
置
。

◦
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
に「
Ｅ
Ｇ
Ｇ　

Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
」竣
工
。◦
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
取
得
。

２
０
０
０
年（
平
成
12
）
有
珠
山
、三
宅
島
が
爆
発

◦
現
代
福
祉
学
部
、情
報
科
学
部
を
設
置
。◦
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・
タ

ワ
ー
」竣
工
。◦
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
に「
現
代
福
祉
学
部
棟
」竣
工
。◦
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
に「
西

館
」竣
工
。◦
Ｉ
Ｔ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
ス
を
設
置
。◦
創
立
１
２
０
周
年
。

２
０
０
１
年（
平
成
13
）
小
泉
政
権
が
発
足

◦
経
済
学
部
第
一
部
国
際
経
済
学
科
を
設
置
。

◦
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
政
策
科
学
専
攻
を
設
置
。

２
０
０
２
年（
平
成
14
）
イ
ス
ラ
エ
ル
が
パ
レ
ス
チ
ナ
に

侵
攻

◦
社
会
学
部
第
一
部
メ
デ
ィ
ア
社
会
学
科
を
設
置
。

◦
大
学
院
人
間
社
会
研
究
科
、情
報
科
学
研
究
科
を
設
置
。

２
０
０
３
年（
平
成
15
）
自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
遣
決
定

◦
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
、文
学
部
心
理
学
科
、経
営
学
部
経
営
戦
略
学
科
、市
場
経
営
学

科
を
設
置
。◦
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻
を
設
置
。◦
国
際
日
本

学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
を
開
設
。

２
０
０
４
年（
平
成
16
）
プ
ロ
野
球
で
選
手
が

ス
ト
ラ
イ
キ

◦
工
学
部
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
科
新
設
、９
学
科
編
成
と
な
る
。◦
大
学
院
社
会
科
学
研

究
科
７
専
攻
を
改
組
、経
済
学
研
究
科
、法
学
研
究
科
、政
治
学
研
究
科
、社
会
学
研
究
科
、

経
営
学
研
究
科
、 

政
策
科
学
研
究
科
、環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
の
７
研
究
科
編
成
と
な

る
。◦
大
学
院
法
務
研
究
科（
法
科
大
学
院
）設
置
。◦
大
学
院
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン・マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
研
究
科
設
置
。◦
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
国
際
文
化
専
攻
設
置
。◦
国
際
日
本
学
イ
ン
ス

テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
に
博
士
課
程
を
設
置
。◦
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に「
法
科
大
学
院
棟
」竣
工
。◦
小

金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
に「
マ
イ
ク
ロ・ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
」竣
工
。

２
０
０
５
年（
平
成
17
）
東
証
出
来
高
が
バ
ブ
ル
を

上
回
る

◦
法
学
部
国
際
政
治
学
科
を
設
置
。◦
経
済
学
部
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
を
設
置
。◦
Ｓ
Ｓ
Ｉ（
ス

ポ
ー
ツ・サ
イ
エ
ン
ス・イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
）を
設
置
。◦
大
学
院
経
営
学
研
究
科
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
学
専
攻
を
設
置
。◦
大
学
院
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
を
設
置
。◦
大
学
院
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
専
攻（
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
）を
設
置
。

２
０
０
６
年（
平
成
18
）
日
本
列
島
74
年
ぶ
り
の
猛
暑

◦
工
学
部
生
命
機
能
学
科
を
設
置
、10
学
科
編
成
と
な
る
。◦
グ
ロ
ー
バ
ル
学
際
研
究
イ
ン
ス

テ
ィ
テ
ュ
ー
ト（
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）開
講
。◦
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
心
理
学
専
攻
を
設
置
。

◦
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
を
設
置
。◦
富
士
見
坂
校
舎
・
新
一
口
坂
校
舎
使
用
開
始
。

２
０
０
７
年（
平
成
19
）
今
年
の
漢
字
で「
偽
」

◦
工
学
部
３
学
科（
建
築
学
科
、都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
、シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
科
）を

改
組
転
換
し
、デ
ザ
イ
ン
工
学
部
を
設
置
。◦
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に「
外
濠
校
舎
」竣
工
。

２
０
０
８
年（
平
成
20
）
金
融
危
機
、株
が
暴
落

◦
理
工
学
部
、生
命
科
学
部
、Ｇ
Ｉ
Ｓ（
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
）を
設
置
。

◦
大
学
院
政
策
創
造
研
究
科
を
設
置
。

◦
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に「
市
ヶ
谷
田
町
校
舎
」竣
工
。◦
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
に「
東
館
」竣
工
。

２
０
０
９
年（
平
成
21
）
民
主
党
が
圧
勝
し
政
権
誕
生

◦
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
を
設
置
。

◦
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
に「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
棟
」改
修
工
事
竣
工
。

２
０
１
０
年（
平
成
22
）
力
士
の
野
球
賭
博
が
次
々
発
覚
◦
現
代
福
祉
学
部
現
代
福
祉
学
科
を
改
組
し
、福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
科
を
設
置
、 

臨
床
心
理

学
科
を
設
置
。◦
大
学
院
政
治
学
研
究
科
に
国
際
政
治
学
専
攻
を
設
置
。◦
大
学
院
工
学
研

究
科
に
生
命
機
能
学
専
攻
を
設
置
。◦
大
学
院
デ
ザ
イ
ン
工
学
研
究
科（
建
築
学
専
攻
、都

市
環
境
デ
ザ
イ
ン
工
学
専
攻
、シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
工
学
専
攻
）を
設
置
。

２
０
１
１
年（
平
成
23
）
東
日
本
大
震
災
で
原
発
に
甚
大
な
被
害

◦
理
工
学
部
創
生
科
学
科
を
設
置
。◦
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
に「
北
館
・
新
管
理
棟
」竣
工
。

２
０
１
２
年（
平
成
24
）
中
国
の
ト
ッ
プ
に
習
近
平
氏

◦
大
学
院
公
共
政
策
研
究
科
を
設
置
。◦
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
第
２
期
工
事
竣
工
。

２
０
１
３
年（
平
成
25
）
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
始
動

◦
大
学
院
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
研
究
科
、理
工
学
研
究
科
を
設
置
。

◦
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
に「
中
央
館
」竣
工
。

２
０
１
４
年（
平
成
26
）
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
の
論
文
に

捏
造
騒
動

◦
生
命
科
学
部
を
生
命
機
能
学
科
、応
用
植
物
科
学
科
、環
境
応
用
化
学
科
に
改
組
。

◦
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に「
一
口
坂
校
舎
」竣
工
。

２
０
１
５
年（
平
成
27
）
外
国
人
観
光
客
が
爆
買
い

◦
大
学
院
連
帯
社
会
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
を
設
置
。

２
０
１
６
年（
平
成
28
）
米
国
で
ト
ラ
ン
プ
政
権

◦
公
共
政
策
研
究
科
に
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
専
攻
を
設
置
。◦
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
研
究
科

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
専
攻
を
設
置
。◦
理
工
学
研
究
科
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
を
シ
ス
テ
ム
理
工
学

専
攻
に
、同
専
攻
シ
ス
テ
ム
制
御
系
と
経
営
系
を
そ
れ
ぞ
れ
創
生
科
学
系
と
経
営
シ
ス
テ
ム

系
に
名
称
変
更
。◦
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に「
富
士
見
ゲ
ー
ト
棟
」竣
工
。

２
０
１
７
年（
平
成
29
）
森
友
・
加
計
騒
動
で

政
権
大
揺
れ

◦
経
済
学
研
究
科
経
済
学
専
攻
に
１
年
制
修
士
課
程
を
開
設
。

◦
英
語
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）を
設
置
。

２
０
１
９
年（
令
和
元
）
天
皇
即
位

◦
人
文
科
学
研
究
科
国
際
日
本
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
と
上
海
外
国
語
大
学
日
本
文
化
経

済
学
院
と
の
共
同
学
位（
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
）プ
ロ
グ
ラ
ム
開
設
。

◦
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に「
大
内
山
校
舎
」竣
工
。

２
０
２
０
年（
令
和
２
）
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

◦
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に「
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」開
設
。

２
０
２
５
年（
令
和
７
）

◦
創
立
１
４
５
周
年
を
迎
え
る

た
い
、
こ
れ
が
敷
根
流
の
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
だ
。

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
強
豪
・
東

亜
学
園
高
校
で
は
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
優
勝
し
て
頭
角
を
現
し

た
。
エ
ペ
か
ら
フ
ル
ー
レ
に
転

向
し
、
法
政
大
学
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
部
で
は
２
年
の
時
に
は
世
界

選
手
権
個
人
で
銅
メ
ダ
ル
。
同

年
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
で
は
団

体
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
と
華
々

し
い
戦
績
を
残
し
て
い
る
。
だ

が
パ
リ
へ
の
道
の
り
は
決
し
て

平
坦
で
は
な
か
っ
た
。

東
京
五
輪
の
悔
し
さ
に

リ
ベ
ン
ジ
を
誓
う

２
０
２
０
年
３
月
、
コ
ロ
ナ

禍
で
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
翌

年
に
延
期
さ
れ
た
翌
月
、
日
本

代
表
の
練
習
拠
点
で
あ
る
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
が
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

「
思
う
よ
う
な
練
習
環
境
が

な
く
な
り
、
体
力
増
進
の
た
め

や
む
を
得
ず
好
き
で
は
な
か
っ

た
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
毎
日
５
km
繰

り
返
し
ま
し
た
。
最
終
的
に
は

10

 

km
に
ま
で
伸
ば
し
、
１
８
２

㎝
74
㎏
の
体
重
を
64
㎏
ま
で
絞

り
込
め
、
体
が
軽
く
な
っ
た
ぶ

ん
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
格
段
に
向

上
し
ま
し
た
」

し
か
し
メ
ダ
ル
を
期
待
さ
れ

る
な
か
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
個
人
、
団
体
と
も
に
４
位
に

終
わ
っ
た
。
敷
根
選
手
は
自
身

の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
こ
う
書

い
て
い
る
。<
メ
ダ
ル
に
あ
と

一
歩
届
か
ず
人
生
で
一
番
、
本

物
の
悔
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。

（
中
略
）
今
回
の
悔
し
さ
を
バ

ネ
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
続
け

ま
す>毎

日
３
時
間
、
２
部
練
の
場

合
は
６
時
間
の
練
習
。
敷
根
選

手
は
こ
れ
を
努
力
だ
と
は
思
わ

な
い
、
と
語
る
。

「
好
き
な
こ
と
を
し
続
け
た

結
果
が
今
日
と
な
り
ま
し
た
。

自
分
の
な
か
で
正
し
い
と
思
っ

た
こ
と
を
や
り
、
諦
め
ず
に
続

け
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
常
に
や
り
た
い
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
で
正
々
堂
々
と
勝
ち
た
い

ん
で
す
」

思
い
出
の
地
、
パ
リ
で
は
金

メ
ダ
ル
を
取
り
た
い
と
誓
っ
て

い
た
と
お
り
、
決
勝
で
は
世
界

ラ
ン
ク
２
位
の
イ
タ
リ
ア
を
45

対
36
で
下
し
て
優
勝
。
松
山
恭

助
選
手
、
飯
村
一
輝
選
手
、
永

野
雄
大
選
手
と
一
番
高
い
表
彰

台
で
手
を
取
り
合
い
、
リ
ベ
ン

ジ
を
果
た
し
た
。

ロ
ス
に
期
待
を
繋
ぐ

法
政
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

「
多
く
の
卒
業
生
か
ら
お
祝

い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し

た
。
特
に
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

多
く
、
す
べ
て
に
返
信
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
ほ
ど
で
し
た
」

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
で
は
敷
根
選
手
だ
け

で
な
く
、
法
政
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

部
出
身
・
現
役
の
４
選
手
も
メ

ダ
ル
を
獲
得
。

法
政
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
こ
こ

に
あ
り
、
を
世
界
に
示
し
て
く

れ
た
。

こ
の
メ
ダ
ル
を
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ど
う
繋
げ

る
の
か
抱
負
を
聞
く
と
「
ロ
ス

で
は
個
人
・
団
体
と
も
に
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
て
み
せ
ま
す
」

と
未
来
を
ま
っ
す
ぐ
見
据
え
、

力
強
く
語
っ
て
く
れ
た
。

�

（
取
材
：
石
毛
利
雄
）

�
写
真
：
日
本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

�

協
会
提
供

敷
根
崇
裕    

、見
延
和
靖    

、

尾
﨑
世
梨・髙
嶋
理
紗・福
島
史
帆
実     

パリ2024
オリンピック

本
学
出
身
の
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
日
本
代
表
５
人
が
メ
ダ
ル
獲
得
！

法
政
大
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
メ
ダ
ル
獲
得
数
を
更
新

金

銅

銀

敷
根
崇
裕
選
手
が
語
る
優
勝
の
決
め
手
と
は

金メダリスト
金

昭和100年・法政大学１４５年の歩み －略年表－

1935年に創部。男女ともに関東学生連盟１部に所属している。全日本学生選手権で
は例年複数種目で優勝するなど、伝統と強さを兼ね備えた法政スポーツを代表する部
のひとつ。世界選手権やオリンピックでも華 し々く活躍する選手を多数輩出している。

（2017年度法学部卒）
女子サーブル団体

福島 史帆実銅 銅
（2020年度国際文化学部卒）

女子サーブル団体

髙嶋 理紗
（法学部4年生）
女子サーブル団体

尾﨑 世梨銅

（2020年度法学部卒）
男子フルーレ団体

敷根 崇裕金 見延 和靖銀
（2010年度法学部卒）

男子エペ団体
パリオリンピック
メダリスト

本学フェンシング部の
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2024年度予算について・2023年度決算について
2024年度予算（正味財産増減計算ベース）

2023年度　貸借対照表

正味財産増減の部 
経常増減の部

（１）経常収益
受取会費
新卒終身会費
既卒終身会費
事業収益
事業収益計
受取寄付金
雑収益他
経常収益計 
（２）経常費用
事業費
事業費計
管理費
管理費計
経常費用計 
当期経常増減額 
当期一般正味財産増減額 

Ⅰ資産の部
　流動資産合計
　固定資産
　特定資産合計
　　固定資産合計
資産合計
Ⅱ負債の部
流動負債合計
負債合計
Ⅲ正味財産の部
負債及び正味財産合計

357,252,004

1,281,269,000
1,281,269,000
1,638,521,004

207,231,521
207,231,521

1,431,289,483
1,638,521,004

358,161,671

1,161,129,500
1,161,129,500
1,519,291,171

211,194,858
211,194,858

1,308,096,313
1,519,291,171

△909,667

120,139,500
120,139,500
119,229,833

0
0

119,229,833
119,229,833

195,000,000
180,000,000
15,000,000

29,000,000
100,000

1,000,000
225,100,000

31,500,000

74,660,000
106,160,000
118,940,000
118,940,000

194,235,000
184,830,000
9,405,000

27,915,072
0

1,304,253
223,454,325

31,210,781

69,050,374
100,261,155
123,193,170
123,193,170

765,000
△4,830,000
5,595,000

1,084,928
100,000
△304,253
1,645,675

289,219

5,609,626
5,898,845
△4,253,170
△4,253,170

2024年4月1日から2025年３月31日まで

2024年3月31日現在

（単位円）

科　目 当年度 前年度 増減

科　目 当年度 前年度 増減

（単位円）
2023年度正味財産増減計算書

一般正味財産増減の部
経常増減の部
（1） 経常収益
受取会費
新卒終身会費
既卒終身会費
事業収益
受取寄付金
雑収益
経常収益計
（2）経常費用
事業費
管理費
経常費用計
当期経常増減額
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高
正味財産期末残高

194,235,000
18,480,000
9,405,000
27,915,072

0
1,304,253

223,454,325

31,210,781
69,050,374
100,261,155
123,193,170
123,193,170

1,308,096,313
1,431,289,483
1,431,289,483

198,705,000
190,320,000
8,385,000
21,107,597

0
1,245,639

221,058,236

22,286,820
62,109,835
84,396,655
136,661,581
136,661,581

1,171,434,732
1,308,096,313
1,308,096,313

△4,470,000
△171,840,000

1,020,000
6,807,475

0
58,614

2,396,089

8,923,961
6,940,539
15,864,500

△13,468,411
△13,468,411
136,661,581
123,193,170
123,193,170

2023年4月1日から2024年3月31日まで
科　目 当年度 前年度 増減

法政大学卒業生の皆様、新年明けましておめでとうご
ざいます。
大学創立 145 周年を迎える令和 7年は、換算すると昭
和 100 年になるそうです。この長大な歴史の中、「母校・
法政」という共通点で結ばれるネットワーク、それが校
友会です。
法政大学校友会は、昨年一般社団法人化 10 年の節目
を迎えました。校友会の歴史は非常に古く、法政大学百
年史に「東京法学校」時代の明治 20 年（1887 年）に校
友会設立が記されています。現在は国内 84 団体・海外

19 拠点のパートナー組織を抱えるネットワークへ成長し、時代に即した先進的な
卒業生組織として活動しております。
2025 年は、これまで整備した様々な施策をさらに推進して参ります。
正会員拡大のため、全国 20 万以上の施設で優待・割引が受けられる会員向け
サービス「校友会クラブオフ」、そしてダウンロード数 12,000 超の「校友会公式
アプリ」を更にアピールして参ります。校友ならではの特典と共に、配信ニュー
ス等を通じ地域支部や同窓会にご着目いただき、魅力的な校友会活動へのご参加
を、いっそうお願い申し上げます。
さて、昨年の印象的なニュースと言えばパリ五輪ではないでしょうか。特にフェ
ンシングでは法政出身選手が大活躍しオレンジ旋風を巻き起こしました。無観客
の東京五輪を思うと、パリ五輪のにぎわいは感慨深く、当たり前のように校友と
喜び合える幸せをかみしめる機会となりました。五輪に限らず、六大学野球や駅
伝等、スポーツは校友の心を熱く、ひとつにいたします。HSC（法政スポーツコミュ
ニティ）や「校友会箱根駅伝応援募金」を通じ、法政スポーツを支援して参ります。
また、校友会では念願の正課授業「社会連携講座」（法政大学社会連携教育セ
ンター主催）をスタートし、2025 年度も春・秋学期に継続開講いたします。パー
トナー組織「法政財界人倶楽部」より豊かなビジネス経験と母校への情熱を有す
る校友を講師陣としてお招きし、佐野哲常務理事・経営学部教授がファシリテー
ターを務められ、SNSも活用した双方向性をいかし、活発な授業がおこなわれる
予定です。学生の皆様、ぜひ受講してください。
校友会三大イベントにも力を入れて参ります。昨年 1月「2024 年オール法政新
年を祝う会」では、猿田彦珈琲株式会社代表取締役である大塚朝之氏を始めとし
た講師の皆さんに、様々な「『価値』創造」について講演をいただきました。9月
には「第 23 回オール法政ゴルフ大会“総長杯”」を千葉県キングフィールズゴル
フクラブで開催。10 月には秋田県秋田市において「第 30 回法政大学全国卒業生
の集い」が秋田県校友会の力強い団結のもと、全国から約 500 名の卒業生を集め
開催されました。2025 年は福岡県福岡市で開催予定です。皆様のお越しをお待ち
しております。
少子化のスピードは留まるところを知らず、大学を取り巻く環境は厳しさを増
していくと予想されます。校友会は「校友会奨学金」等を通じた学生支援はもち
ろん、パートナー組織による母校をアピールするイベントを支援し、地方や各界
における法政知名度向上へ尽力いたします。
校友会内の課題では、まずは若手会員のパートナー組織への移籍ルール緩和を
実現しました。
また、従来の独立した校友会館建設の方針から、大学の協力のもとキャンパス
内へ校友施設設置を目指す方向へ改めました。その他、メール配信や SMS配信
システムを活用し、効果的な情報発信に努め、若手や女性活躍推進の課題に全力
で取り組んで参ります。
新年も、校友会は、大学・後援会と三位一体で連携し、ネットワーク拡大、大
学支援、そして「価値」創造を通じ、持続可能な社会に貢献して参ります。
皆様と、母校・法政大学のますますの発展を心より祈念申し上げます。

明けましておめでとうございます。
法政大学では、昨年の創立記念日である 4月 10 日に、
2030 年度を目途に、経済学部を現在の多摩キャンパス
から市ケ谷キャンパスに移転することを公表しました。
長期ビジョンHOSEI2030 の中で「キャンパス再構築」
と掲げてきた構想の具体化と位置づけられます。それに
ともなって経済学部を受け入れるための市ケ谷キャンパ
スの整備、経済学部移転後の多摩キャンパスの魅力を高
めるための教学と施設の両面にわたっての新たな構想が
求められます。まずはその前提となる「キャンパスグラ

ンドデザイン」を本年度中に策定することを目指して全学で検討を進めていると
ころです。また、校舎の老朽化が進んでいる国際高の施設整備についても具体的
な検討が始まっています。
2024 年度には、今後の法政大学のグローバル化と、ダイバーシティー化を全学
的、組織的に推進すべく「グローバリティ・ダイバーシティ推進本部」を設置し
ました。また、ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョン（DEI）センター
を開設し、多様な背景をもつ構成員が安心して創造的に学び、働き、それぞれの
個性を伸ばせる場になるよう、取り組んでいます。
2024 年は小金井キャンパスが開設 60 周年、多摩キャンパスが開設 40 周年を迎
えました。田園地帯に宅地開発が進みつつあった小金井キャンパスは、キャンパ
ス開設と同時期に東小金井駅が開業したこともあって、今ではすっかり住宅に囲
まれています。新たな施設整備が進み、2023 年に発足した理系コンソーシアムの
活動も展開され、科学技術に国境はないという時代において、大学院博士課程も
含めて留学生が増え、グローバルな法政理系の拠点としてさらなる活性化が進み
つつあります。
広々とした自然環境豊かな多摩キャンパスは、竣工当時最先端のキャンパス構
想や校舎設計により整備されました。40 年が経過し、キャンパス空間に求められ
る要件が大きく変化してきています。その変化への対応を急ぎ進めていく必要が
あると考えています。また、周辺環境も大きく変わりました。かつてキャンパス
を囲んでいた若い住宅団地は高齢化も進み、現代的な社会課題に直面しています。
様変わりした課題先進地となっていますが、そんな地域の課題に積極的に関わっ
ていこうとする動きが、ソーシャル・イノベーションセンターを拠点として盛り
上がってきています。
最も新しくキャンパス整備が一段落した市ケ谷キャンパスでは、現在の形の
キャンパスで迎えた新入生がこの春卒業を迎えます。秋の学園祭などでは、学生
たちがこの形のキャンパスに馴染んできたことを実感させられました。集積度が
高く、学部横断的な教育、社会連携活動が展開しやすいという条件を活かして行
きたいと考えています。
スポーツにおける在学生、卒業生の活躍として、2024 年に特筆すべきは、パリ
オリンピックにおけるフェンシング部の活躍、日本のメダルへの貢献です。卒業
生を含めて本学からは 6名の選手が出場し、男子フルーレ団体の金、男子エペ団
体の銀、女子サーブル団体の銅のメダル獲得に貢献しました。パリ五輪では、フェ
ンシング強豪国として日本の出現が印象づけられましたが、長年に渡る強化の取
り組みの成果であり、競技指導陣の努力の賜でもあり、俄に成し遂げられた成果
ではないと伺いました。その強化体制づくりや指導においても、本学フェンシン
グ部卒業生のみなさんの貢献があったと聞いています。この機会に法政大学卒業
生のみなさんと共有したいと思います。
このような活動をいま展開しつつ、これからも法政大学は、大学憲章の結びに
あるように「あまたの卒業生たちと力を合わせて」社会の未来に貢献していきた
いと考えております。校友会のみなさまにも、そのような法政大学のパートナー
として、引き続きご支援を賜りたく、どうぞよろしくお願いいたします。

廣瀬克哉総長 竹中宣雄会長
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原
爆
投
下
か
ら
来
年
で
80

年
、
広
島
は
見
事
に
復
興
を
遂

げ
た
。
市
民
の
支
え
と
な
っ
た

も
の
の
一
つ
が
、
４
年
後
に
新

聞
に
名
前
が
載
っ
た
カ
ー
プ
球

団
だ
。

昭
和
50
年
、
私
が
入
社
し
た

フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列

の
テ
レ
ビ
新
広
島

は
、
運
よ
く
カ
ー

プ
初
優
勝
と
と
も

に
開
局
し
、
対
阪

急
の
日
本
シ
リ
ー

ズ
中
継
で
一
気
に

社
名
が
広
ま
っ
た
。

近
年
で
も
、
広
島
地
区
の

カ
ー
プ
戦
中
継
だ
け
は
視
聴
率

を
大
き
く
獲
得
し
、
入
場
券
も

入
手
困
難
な
状
態
が
続
い
て
い

る
。
お
土
産
か
ら
店
の
看
板
、

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
な
ど
街
中
に

カ
ー
プ
愛
が
溢
れ
、
試
合
結
果

に
一
喜
一
憂
し
て
い
る
。

昨
今
、
大
谷
翔
平
の
大
リ
ー

グ
中
継
は
視
聴
率
20
％
を
超

え
、
日
本
中
が
沸
き
、
か
つ
て

の
プ
ロ
野
球
全
盛
期
を
彷
彿
さ

せ
る
。
カ
ー
プ
に
は
大
谷
選
手

の
よ
う
な
ヒ
ー
ロ
ー
は
い
な
い
。

選
手
の
絶
え
間
な
い
努
力
と
汗

と
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
あ
る
。

そ
れ
が
広
島
の
力
だ
と
思
う
。

法
政
大
出
身
で
カ
ー
プ
を
支

え
て
く
れ
た
ミ
ス
タ
ー
赤
ヘ

ル
・
山
本
浩
二
さ
ん
。
こ
れ
か

ら
の
宇
草
孔
基
選
手
に
注
目
し

て
い
る
。
頑
張
れ
！
カ
ー
プ
。

や
っ
ぱ
、カ
ー
プ
じ
ゃ

（
株
）
第
一
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

顧
問

’75
年　

社
会
学
部

社
会
学
科
卒

島
村
　
誠

テ
レ
ビ
局
に
入
り
た
い
一
心

で
自
主
マ
ス
コ
ミ
講
座
の
あ
る

本
学
を
志
望
し
、
上
京
し
ま
し

た
。在
学
中
は
友
人
に
恵
ま
れ
、

自
由
気
ま
ま
に
様
々
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
後

夢
が
叶
い
、
名
古
屋
の
テ
レ
ビ

局
に
入
社
し
ま
し
た
。

報
道
記
者
と
営

業
を
経
験
す
る
間

に
、
テ
レ
ビ
局
を

使
っ
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
興
味
を

持
ち
、
メ
ー
カ
ー

の
宣
伝
部
で
面
白

い
広
告
を
作
り
た

い
、
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

宣
伝
部
で
活
躍
す
る
に
は
デ

ジ
タ
ル
広
告
も
学
ぶ
必
要
が
あ

る
と
転
職
を
決
意
し
、
サ
イ

バ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
入
社
。

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
広
告
の
営

業
を
経
験
し
、
自
分
の
知
見
を

増
や
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
メ
ー
カ
ー
の
宣
伝

部
と
し
て
歴
史
と
ブ
ラ
ン
ド
が

あ
る
サ
ン
ト
リ
ー
Ｈ
Ｄ
に
入
社

し
、
念
願
の
宣
伝
部
で
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
今
は
テ
レ
ビ
局

を
巻
き
込
ん
で
広
告
コ
ン
テ
ン

ツ
を
作
り
、
製
品
を
知
っ
て
も

ら
っ
た
り
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
楽

し
ん
で
も
ら
う
喜
び
を
感
じ
て

い
ま
す
。

在
学
中
に
磨
い
た
物
怖
じ
し

な
い
性
格
を
生
か
し
、今
後
も
、

ワ
ク
ワ
ク
す
る
広
告
コ
ン
テ
ン

ツ
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

Ｔ
Ｖ
局
、広
告
会
社
、サ
ン
ト
リ
ー

へと
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
実
現

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
株
）　

宣
伝
部

’14
年　

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科
卒

森（
田
中
）　

夢
実

２
０
２
０
年
９
月
、
ド
イ
ツ

に
降
り
立
っ
た
。
こ
こ
で
多
国

籍
な
メ
ン
バ
ー
と
働
く
の
は
、

15
年
前
の
夢
の
中
に
い
る
よ
う

だ
。
就
職
活
動
の
面
接
で
語
っ

た
志
望
動
機
を
思
い
出
す
。「
将

来
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ス
ポ
ー
ツ

の
中
継
が
し
た
い
」
と
。
紆
余

曲
折
を
経
て
、
希

望
し
た
仕
事
と
は

違
え
ど
も
今
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
働
い
て

い
る
の
は
感
慨
深

い
。
そ
し
て
、
毎

日
が
楽
し
い
。

 

全
仏
オ
ー
プ
ン

と
同
じ
赤
土
で
テ
ニ
ス
を
時
々

し
て
い
る
。
大
学
の
頃
は
テ
ニ

ス
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
、
テ
ニ

ス
ス
ク
ー
ル
で
働
い
た
。
ス

テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ス
の
ス

ピ
ー
チ“connecting the 

dots”

を
思
い
出
す
。

 

先
日
、
電
通
を
退
職
し
Ｆ

Ｉ
Ｆ
Ａ
マ
ス
タ
ー
に
通
う
方

に
、「
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
裏

返
し
の
番
組
が
ヒ
ッ
ト
す
る
背

景
」
を
伺
っ
た
。
憧
れ
て
い
た

広
告
会
社
の
方
と
会
う
と
心
を

動
か
さ
れ
る
。
生
き
る
軸
を
大

切
に
、
色
々
な
出
逢
い
、
出
来

事
に
導
か
れ
て
こ
こ
ま
で
来
た
。

ド
イ
ツ
校
友
会
に
属
し
ド
イ

ツ
を
満
喫
し
て
い
る
も
の
の
、

語
学
問
題
や
大
き
な
問
題
と
し

て
移
民
難
民
問
題
を
抱
え
、
多

少
の
困
難
が
伴
う
。

海
外
生
活
を
通
じ
、
日
本
が

ま
す
ま
す
素
晴
ら
し
い
国
だ
と

気
づ
い
た
。

欧
州
随
想　
ド
イ
ツ
校
友
会

で
法
政
の
輪
を
広
げ
る

損
保
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）

Ｓ
Ｉ　

Ｉ
ｎ
ｓ
ｕ
ｒ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ

（
Ｅ
ｕ
ｒ
ｏ
ｐ
ｅ
），
Ｓ
Ａ
マ
ネ
ジ
ャ
ー

’11
年　

経
営
学
部

経
営
学
科
卒

大
矢
　
英
明

ESSAY

校
友
随
想
〝
法
政
お
お
わ
が
母
校
〞
を
卒
業
し
て
幾
年
。

各
方
面
で
活
躍
し
、そ
の
後
の
人
生
模
様
を
寄
稿
願
っ
た
。

2022年1月のサービス利用開始以降、会員皆様にご利用いただき、優待利用による割引金額合計47,203,970円※を突破しました！

「法政大学校友会クラブオフ」
地元で使える優待特集！

基本の使い方をおさらい（公式アプリからの利用の場合）

「法政大学校友会クラブオフ」では、
全国約20万以上の施設・サービスが
あり、全国展開しているチェーン店に
加えて、各都道府県の店舗や施設で
も、優待を受けることができます。「地元の優待特集」では、各地域のおすすめの優
待メニューをわかりやすく掲載しています。その地域にお住まいの方はもちろん、旅
行や帰省、出張などで、ぜひご利用ください。

「法政大学校友会クラブオフ」（以下、校友会クラブオフ）とは、校友会員（※）が、全国20万以上の飲食店や宿泊施設、レジャー施設等を、優待・割
引価格で利用できるサービスです。校友会員ご本人だけではなく、ご家族・ご友人など同伴者も同様に優待を受けることができ、大変お得です。
※卒業生のうち、校友会費（終身会費3万円）を納入した方（2010年4月以降の入学者で、2014年3月以降の学部卒業生（通学課程）は、卒業と
同時に校友会の終身会員となります！）。なお、大学院、通信教育部卒業生は校友会費を納入すれば終身会員となります。

優待内容により、印刷クーポンや画面提示
クーポンが利用できます
一部予約商品や郵送申し込み商品がありま
すのでご注意ください

校友会公式アプリより
「優待サービス」を
クリック

校友会アプリの
ダウンロード▶

例えばこんな使い方！

・ビッグエコー
　▶一般料金より室料
　▶ドリンクバー付飲み放題コース総額より

・カラオケ館
　▶カラオケフリータイム

・ニッポンレンタカー
　▶おでかけ優待プラン
　　（24時間料金比較）

・日産レンタカー
　▶基本料金

二次会のカラオケに
家族旅行先で
レンタカーを利用

シーン
1

シーン
2

1

ログインID、パスワードを忘れた方
はこちらからお気軽にお問い合わ
せください

名前が表示されていましたら
ログインできています

右上のログインボタンより、ログインID
（校友会会員番号）とパスワードを入力2

キーワードやカテゴリ
から探すなどで、
お好きなサービスを選択

3初めてログインされた場合は、優待
サービス提供元のリロクラブへ新規
会員登録（会員規約への同意・必要
情報の入力）を行ってください

優待内容

利用条件・利用
方法を必ずご
確認ください

法政大学校友会
クラブオフとは・・・？

＼利用者からの声／
勤務先の福利厚生サービスと使い分けてい
ます。卒業生で優待サービスを受けられる
のはとても嬉しいです。

物価高な今、少しでも割引
を受けられるのはありがた
いです。

家族で使うと割引率も高く嬉しいです。

旅行の際はチケットを安く購入し、その

分お土産代に回しています。

利用する場面も多く、とても重宝してい
ます。友人や同僚の前で利用する際は、
法政の卒業生のサービスだよ、と言いな
がら利用しており、いい大学だね！と言わ
れることが多いです。法政を卒業してよ
かったと思える理由のTOP5に入るくら
い良いサービスです。

地方在住な為、大学へ簡単には行
けないので、校友の繋がりや校友
であるメリットが感じられます。

※2022年1月～2024年4月のクラブオフサービス利用状況に基づき算出　※パーセント割引の場合、相当金額に基づいて算出　※クラブオフ経由でのパートナーサイトの利用はカウントできないため含まれない

※優待内容は予告なく変更になる場合があります

校友会終身会員のための優待サービス

30%オフ

25%オフ

17%～41%オフ

12%～50%オフ

10%オフ

校友会終身会員
へのお申し込み▶

クーポンは
こちらをクリック
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題
と
な
り
、
こ
れ
に
関
し
て
も

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
の
議
題
と
し
て
、
８
支

部
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
、
活
動
実
績

及
び
次
年
度
に
向
け
た
活
動
計

画
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
各
支

部
と
も
地
域
の
特
性
に
基
づ
い

た
独
自
の
活
動
が
積
極
的
に
行

わ
れ
て
お
り
、
支
部
相
互
間
の

情
報
交
換
と
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
他
支
部
の
活
動
が
参
考
と

な
る
と
い
っ
た
声
も
聞
こ
え
、

盛
況
の
う
ち
に
総
会
を
無
事
終

了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

�

（
事
務
局　

市
山
尚
史
）

創
立
45
周
年
記
念
総
会

が
開
催
さ
れ
る

２
０
２
４
年
８
月
31
日
（
土
）

に
福
井
県
繊
協
ビ
ル
10
階
で
開

催
さ
れ
た
福
井
県
校
友
会
創
立

45
周
年
記
念
総
会
は
、
北
川
頼

子
会
長
が
開
催
を
宣
言
し
、
母

校
の
更
な
る
発
展
を
誓
い
ま
し

た
。
小
秋
元
段
副
学
長
よ
り
、

記
念
総
会
開
催
の
ご
祝
辞
を
、

田
中
利
幸
校
友
会
副
会
長
よ
り

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
小
秋
元
副
学
長

よ
り
大
学
の
近
況
に
つ
い
て
、

詳
し
い
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
①
全
国
大
学
の
受
験
者

数
ラ
ン
キ
ン
グ
は
第
５
位
だ
が
、

福
井
県
校
友
会

福
井
県
校
友
会

「
吉
村
昭
書
斎
」に
行
く

文
学
部
同
窓
会
で
は
、「
特

別
企
画
」
と
し
て
、
毎
年
、
春

と
秋
に
都
内
・
近
郊
散
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。

11
月
８
日
（
金
）、
本
会
の

井
坂
義
雄
元
会
長
（
本
学
名
誉

教
授
）
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

三
鷹
市
の
「
吉
村
昭
書
斎
」
を

訪
ね
ま
し
た
。

『
羆
嵐
』、『
破
獄
』、『
桜
田

門
外
ノ
変
』
な
ど
、
記
録
文
学

文
学
部
同
窓
会

文
学
部
同
窓
会
の
第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
る

吉
村
昭
の
作
品
の
多
く
は
自
宅

敷
地
内
の
書
斎
で
執
筆
さ
れ
ま

し
た
。

昭
和
34
年
、
吉
村
昭
・
津
村

節
子
夫
妻
は
三
鷹
市
に
自
宅
を

建
て
、
当
初
は
各
自
の
書
斎
が

あ
り
ま
し
た
が
、
10
年
経
つ
と

吉
村
の
書
斎
が
資
料
で
溢
れ

返
っ
た
た
め
、
敷
地
内
に
離
れ

を
造
っ
て
吉
村
の
書
斎
と
し
ま

し
た
。
吉
村
は
昼
食
を
除
き
朝

か
ら
夕
方
ま
で
こ
の
書
斎
に
こ

も
っ
て
執
筆
し
、
書
斎
に
早
く

帰
り
た
い
た
め
、
旅
行
は
２
泊

ま
で
と
し
て
い
た
そ
う
で
す
。吉村昭書斎前で（左から２人目が井坂義雄本会元会長）

吉
村
の
没
後
、
書
斎
が
津
村

か
ら
三
鷹
市
に
寄
贈
さ
れ
、
現

在
地
に
移
築
し
て
令
和
６
年
か

ら
公
開
さ
れ
た
の
で
、「
吉
村

昭
書
斎
」
を
訪
ね
て
吉
村
文
学

の
偉
業
を
偲
び
ま
し
た
。

（
75
年
史
学
科
卒
・
金
森
和
彦
）

２
０
２
４
年 

経
営
学
部

同
窓
会
定
期
総
会
・
講

演
会
・
懇
親
会 

開
催

６
月
22
日
（
土
）
14
時
よ
り
、

市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、

２
０
２
４
年
経
営
学
部
同
窓
会

定
期
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

定
期
総
会
は
、
他
学
部
同
窓

会
の
方
々
を
来
賓
と
し
て
お
招

き
し
、
す
べ
て
の
議
案
が
全
会

一
致
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
議
案
の
詳
細
は
同
窓
会

経
営
学
部
同
窓
会

経
営
学
部
同
窓
会

校友会紹介SERIES

令
和
６
年
８
月
25
日
（
日
）、
富
山

市
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
富
山
に
お
い
て
「
法
政
大
学
富
山

県
校
友
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
校
友
の
集
い
は
、
オ
ー
ル
法
政

の
力
を
結
集
し
法
政
の
名
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
26
年
か
ら
後
援

会
富
山
県
支
部
と
の
共
催
に
よ
り
公

開
講
演
会
と
懇
親
会
を
行
っ
て
い
る
。

総
会
で
は
、
令
和
５
度
事
業
報
告
と

し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
に
よ
る
本
学
へ

の
入
学
予
定
者
の
激
励
会
を
開
催
し

た
こ
と
な
ど
、
実
施
事
業
の
内
容
及

び
収
支
決
算
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、

令
和
６
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算

を
審
議
し
た
。
ま
た
、
２
年
に
一
度
の

令
和
６
年
度
法
政
大
学
富
山
県
校
友
の
集
い

役
員
改
選
に
よ
り
、
約
14
年
間
の
長

き
に
わ
た
り
本
会
の
会
長
を
務
め
た

松
井
幹
夫
氏（
法
政
大
学
校
友
会
顧
問
・

理
事
）
が
勇
退
し
、
新
た
に
山
地
清

氏
が
会
長
に
就
任
す
る
こ
と
な
ど
を

含
め
た
役
員
改
選
案
を
全
会
一
致
で

承
認
し
た
。

公
開
講
演
会
に
は
、
講
師
と
し
て

法
政
大
学
名
誉
博
士
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

の
開
発
者
（
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ

主
席
技
師
）
の
原
昌
宏
氏
を
招
い
た
。

「
社
会
を
変
え
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
開
発
・

進
化
と
活
用
事
例
」
の
演
題
で
行
わ

れ
た
講
演
に
は
、
校
友
会
員
、
後
援

会
員
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
一
般
聴

講
者
も
詰
め
か
け
、
約
１
０
０
名
が

耳
を
傾
け
た
。

懇
親
会
で
は
、
山
地
清
新
会
長
か

ら
「
富
山
県
校
友
会
の
伝
統
を
受
け

継
ぎ
、
更
に
発
展
さ
せ
よ
う
」
と
い

う
趣
旨
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
続
い
て
、

来
賓
の
挨
拶
と
し
て
、
ダ
イ
ア
ナ
・

コ
ー
大
学
常
務
理
事
・
副
学
長
、
田

中
利
幸
校
友
会
副
会
長
か
ら
、
大
学
・

校
友
会
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題
な

ど
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
ほ
か
、
松
井

前
会
長
へ
の
記
念
品
の
贈
呈
や
、
今

年
の
春
の
叙
勲
・
褒
章
を
受
章
し
た

堀
内
康
男
常
任
相
談
役
、
前
田
隆
夫

常
任
相
談
へ
の
記
念
品
の
贈
呈
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
世
代
を
超
え
た
校
友

同
士
の
親
睦
が
深
め
ら
れ
た
。

最
後
に
、
参
加
者
一
同
肩
を
組
ん

で
声
高
ら
か
に
校
歌
を
斉
唱
し
、
盛

会
の
内
に
幕
を
閉
じ
た
。（
参
加
者
は

総
勢
70
名
）

�

事
務
局
長　

青
山
哲
也

富
山
県
校
友
会

富
山
県
校
友
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.

houseikeieidousoukai.com

）

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
の
講
演
会
は
、
経

営
学
部
経
営
戦
略
学
科
の
福
多

裕
志
教
授
に
よ
る
「
意
思
決
定

の
理
論
的
枠
組
み
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
経
営

学
部
生
と
し
て
身
に
付
け
て
お

く
べ
き
、
自
然
言
語
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
言
語
・
企
業
言
語

の
お
話
か
ら
、
意
思
決
定
に
至

る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
や
プ
ロ

セ
ス
な
ど
、
経
営
学
部
で
の
授

業
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
内
容
で

し
た
。

最
後
の
懇
親
会
は
、
来
賓
・

教
授
陣
・
在
学
生
も
参
加
し
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
東
京
六
大
学
野
球
の
現

状
や
来
年
の
箱
根
駅
伝
の
お
話

な
ど
も
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
最
後
に
は
参
加
者

一
同
が
肩
を
組
み
、
校
歌
斉
唱

を
し
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

栃
木
県
校
友
会「
卒
業
生

の
集
い
」を
開
催

栃
木
校
友
会
は
、
２
０
２
４

年
（
令
和
６
年
）
５
月
26
日
に

ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
で
「
卒
業
生
の

集
い
」
を
開
催
し
た
。

栃
木
県
校
友
会

栃
木
県
校
友
会

福多裕志教授による講演会

校
友
会
本
部
か
ら
竹
中
宣
雄

会
長
、
法
政
大
学
か
ら
ダ
イ
ア

ナ
・
コ
ー
副
学
長
、
講
演
講
師

に
社
会
学
部
長
澤
柿
教
伸
教

授
、
理
系
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
理

事
長
伊
藤
一
之
教
授
、
後
援
会

栃
木
支
部
か
ら
現
・
前
支
部
長
、

副
支
部
長
は
じ
め
、
県
内
校
友

81
名
参
加
の
も
と
絆
を
深
め

合
っ
た
。

余
興
に
栃
木
県
を
代
表
す
る

伝
統
芸
能
、
足
利
八
木
節
連
合

の
演
奏
に
出
席
者
も
踊
り
楽
し

ん
だ
。

箱
根
駅
伝
の
募
金
を
行
な
い　

７
万
８
７
８
５
円
を
寄
附
し
た
。

栃
木
県
校
友
会
の
組
織
は
顧

問
（
会
長
経
験
者
）・
会
長
・

副
会
長
（
支
部
長
）・
幹
事
か

ら
成
る
役
員
会
と
相
談
役
、
協

力
委
員
、
一
般
会
員
か
ら
成
っ

て
い
る
。
役
員
会
が
執
行
機
関

と
な
り
、
卒
業
生
の
集
い
を
運

営
す
る
。
支
部
は
10
あ
る
。

２
０
２
４
年
度
の

活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

24
年
５
月　

役
員
会

　

５
月　

卒
業
生
の
集
い

　

８
月　

小
山
支
部
会

　

12
月　

�

役
員
会　

ニ
ュ
ー

イ
タ
ヤ
ホ
テ
ル　

25
年
１
月　

那
須
野
ヶ
原
支
部
会

　

３
月　

役
員
会

（
栃
木
県
校
友
会
会
長　

寺
内
正
毅
）

２
０
２
４
年
度
千
葉
県
校

友
会
総
会
開
催
さ
れ
る

２
０
２
４
年
度
の
千
葉
県
校

友
会
総
会
が
去
る
６
月
16
日
、

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
「
ホ
テ

ル
プ
ラ
ザ
菜
の
花
」
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

千
葉
県
校
友
会
（
会
長
伊
藤

賢
二
：
船
橋
校
友
会
所
属
）
は
、

令
和
６
年
６
月
現
在
、
８
つ
の

支
部
（
千
葉
中
央
、松
戸
、外
房
、

成
田
、
船
橋
、
内
房
、
市
川
、

東
葛
）
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
総

会
当
日
は
各
支
部
か
ら
代
表
者

が
出
席
し
来
賓
を
含
め
総
勢
19

名
で
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
来
賓
の
法
政
大
学
理

事
岡
本
眞
司
氏
か
ら
祝
辞
が
あ

り
、
そ
の
中
で
本
年
度
の
大
学

志
願
者
数
な
ど
か
ら
大
学
を
取

り
巻
く
状
況
を
解
説
、
更
に
パ

リ
２
０
２
４
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

目
前
に
Ｏ
Ｂ
を
含
め
た
本
校
か

ら
の
出
場
者
を
紹
介
さ
れ
、
彼

ら
へ
の
応
援
を
促
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
校
友
会
組
織
部
会

副
部
会
長
の
山
﨑
文
彦
氏
よ
り

終
身
会
員
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
会
員
拡
大
へ
の
取
り
組
み

や
オ
ー
ル
法
政
ゴ
ル
フ
大
会
、

秋
田
県
で
の
全
国
卒
業
生
の
集

い
と
い
っ
た
主
要
事
業
へ
の
積

極
的
な
参
加
が
呼
び
か
け
ら
れ

ま
し
た
。

総
会
の
議
事
で
は
、
前
年
度

の
千
葉
県
校
友
会
事
業
報
告
並

び
に
会
計
報
告
が
議
題
と
さ

れ
、
事
務
局
か
ら
報
告
後
た
だ

ち
に
採
決
さ
れ
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
、
次
に
次
年
度
に
向
け

た
事
業
計
画
案
で
は
、
目
標
で

あ
る
「
す
べ
て
の
世
代
が
つ
な

が
る
校
友
会
」
を
目
指
し
た
活

動
、
並
び
に
次
期
予
算
案
が
議

千
葉
県
校
友
会

千
葉
県
校
友
会

２０２４年度総会

伝統芸能の披露で盛り上がる

他
大
学
の
特
殊
要
因
を
排
除
す

る
と
実
質
志
願
者
数
は
第
２
位

と
な
っ
て
い
る
。
②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

へ
の
取
組
と
留
学
制
度
の
充
実

で
志
願
者
か
ら
の
評
価
が
高
い
。

③
30
年
に
は
経
済
学
部
が
市
ケ

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
転
す
る
。

等
々
、
卒
業
生
と
し
て
母
校

の
先
進
的
取
組
を
拝
聴
し
、
大

変
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｏ　

Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｓ　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

取
締
役
の
木
村
太
一
氏
（
福
井

市
出
身
、
２
０
１
１
年
経
済
学

部
卒
）
か
ら
ア
フ
リ
カ
の
惨
状

を
救
う
べ
く
、
廃
材
Ａ
Ｒ
Ｔ
を

ビ
ジ
ネ
ス
化
し
て
世
界
に
展
開

す
る
活
動
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

小
秋
元
副
学
長
か
ら
は
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
と
キ
ャ
ピ
タ
リ
ズ

ム
を
合
わ
せ
て
環
境
と
文
化
と

経
済
を
循
環
さ
せ
て
い
く
モ
デ

ル
に
つ
い
て
の
質
問
と
、
こ
の

取
組
へ
の
賞
賛
を
い
た
だ
き
、

会
場
が
大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

懇
親
会
は
小
秋
元
副
学
長
に

も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
大
い
に

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
法
政
大

学
応
援
団
・
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
野
辺
夫
妻

よ
り
、「
校
歌
斉
唱
」「
若
き
日

の
誇
り
」
演
舞
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

�

（
幹
事
長　

平
塚
幹
夫
）参加者全員で記念写真
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寄
与
す
る
」
の
趣
意
に
則
り
実

施
し
て
い
る
事
業
と
な
り
ま

す
。
企
業
経
営
者
自
ら
が
体
験

し
た
具
体
的
事
例
を
母
校
の
同

志
へ
提
供
し
、
そ
の
価
値
を
皆

で
共
有
す
る
こ
と
を
公
開
講
演

会
の
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

毎
年
そ
の
年
の
世
情
を
考
慮
し

た
テ
ー
マ
を
考
え
て
お
り
ま
す

が
、
今
年
は
本
校
Ｏ
Ｂ
で
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
古
泉
様
に
ご
登
壇

い
た
だ
き
、
ご
自
身
の
生
立
ち

10
月
23
日
水
曜
日
夕
刻
、
法

政
大
学
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー

26
階
に
て
、
亀
田
製
菓
株
式
会

社　

元
代
表
取
締
役
会
長
の
古

泉
肇
様
（
法
政
大
学
経
営
学
部

卒
）
を
お
迎
え
し
て
公
開
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

公
開
講
演
会
は
、
弊
会
の
活

動
理
念
で
あ
る
「
法
政
大
学
卒

業
生
の
企
業
経
営
者
相
互
の
連

帯
と
扶
助
、
並
び
に
母
校
の
発

展
、
青
少
年
の
健
全
育
成
等
に

と
、
社
会
人
と
し
て
、
そ
し
て

経
営
者
と
し
て
、
地
域
と
共
に

成
長
し
続
け
る
極
意
を
伝
授
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
約
60
名
。
古
泉

様
の
興
味
深
い
話
に
、
参
加
者

全
員
が
学
生
に
戻
り
熱
心
に
聴

き
入
り
ま
し
た
。

ま
た
当
日
は
、
古
泉
様
の
ご

厚
意
で
ご
自
身
の
著
書
『
米
菓

に
生
き
、
ふ
る
さ
と
新
潟
を
愛

し
て
』（
一
般
財
団
法
人
農
政

調
査
委
員
会
発
行
）
が
、
来
場

者
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま

し
た
。

こ
ち
ら
の
表
紙
に
は
、
古
泉

様
と
友
人
で
も
あ
る
素
朴
画
家

で
あ
る
原
田
泰
治
さ
ん
の
作
品

（
表
紙
「
春
が
来
た
」、
裏
表
紙

「
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
の
丘
」）
が
挿

入
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
「
春

が
来
た
」は
、１
９
９
７
年
８
月
、

亀
田
製
菓
が
設
立
40
周
年
を
迎

え
る
時
に
原
田
さ
ん
か
ら
古
泉

様
に
お
祝
い
と
し
て
贈
ら
れ
、

古
泉
様
が
ご
自
宅
の
居
間
に
大

切
に
飾
っ
て
き
た
も
の
で
す
。

今
回
は
経
営
論
以
外
に
、
こ

れ
ら
友
人
と
の
交
流
な
ど
に
つ

い
て
の
お
話
も
あ
り
、
学
び
の

多
い
お
話
と
な
り
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
講
演
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
事
務
局　

小
畑　

翔
一
）

一
般
財
団
法
人
法
政
大
学
経
営
者
懇
談
会

一
般
財
団
法
人
法
政
大
学
経
営
者
懇
談
会

第
34
回
公
開
講
演
会

亀
田
製
菓
元
会
長
古
泉
肇
氏
を
招
い
て
開
催

老いは孤立を誘う
「支援される・支援する」関係の再構築

山口道宏 著

少子高齢化に加え単身化、となれば身寄りなき老後も珍しくない。
気がつけば「ひとり」である。本書は深刻化する我が国の孤立問題を、
コロナ禍で、貧困で、限界家族の下でと取材を重ねる一方、自治体の
挑戦、社会的処方にも及んでいる。ジャーナリストでもある著者の眼
は、そもそも孤立社会を作ったのは誰か!!仏頂面した現代社会の解剖
こそ急がれると。それは「詳しくはホームページで」の裏側で起きてい
た、と指摘する。

1974年法学部・法律学科卒　
星槎大学特任教授　
法政大学大原社会問題研究所嘱託研究員（はる書房）

湯澤毅然コレクション（第２巻）
ある町の物語Ⅰ

湯澤毅然 著

本書は本校文学部英文学科を卒業し、埼玉日産自動車に勤務した
湯澤毅さん（ペンネーム湯澤毅然）の遺稿です。著者は2021年、ス
テージ４のがんを宣告され、2023年8月に55歳の生涯を閉じました
が、その2年半の間に、150万字におよぶ原稿を書き上げました。病と
闘いながら、驚くべき筆力を発揮し、その内容は出版社の編集部が唸
るほどの構想力をもって描かれました。本書は全7巻刊行予定の第2
巻です。この短編集には著者の才能が遺憾なく発揮され、読む者の共
感を得るでしょう。

1993年文学部英文学科卒（西田書店）

校
友
会
で
は
、
様
々
な
形
で

法
政
大
学
や
校
友
会
活
動
に
対

し
、
献
身
的
に
尽
力
さ
れ
た

方
々
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
て
お

り
ま
す
。
諸
先
輩
方
が
無
私
の

精
神
で
、
大
学
や
社
会
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
姿
に
、
私
た
ち
は

尊
敬
の
念
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。

こ
の
度
、
１
９
６
９
年
工
学

部
を
卒
業
さ
れ
た
清
水
昌
良
さ

ん
か
ら
、
法
政
大
学
は
じ
め
、

校
友
会
本
部
や
支
部
、
法
政
大

学
中
高
等
学
校
同
窓
会
、
理
系

同
窓
会
、
工
体
連
柔
道
部
な
ど

本
学
に
関
係
す
る
多
数
の
団
体

に
対
し
、
多
額
の
ご
寄
付
の
意

向
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
一
個
人
の
寄
付

で
は
相
当
な
規
模
に

の
ぼ
り
ま
す
。

清
水
さ
ん
の
青
春

は
、
法
政
第
一
中
学

か
ら
始
ま
り
、
法
政

第
一
高
等
学
校
、
法

政
大
学
工
学
部
と

「
法
政
一
色
の
青
春
」

で
し
た
。
高
校
か
ら

始
め
た
柔
道
は
、
大

学
で
も
工
体
連
所
属

の
柔
道
部
で
続
け
ら
れ
ま
し

た
。
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も

法
政
愛
は
尽
き
る
こ
と
な
く
、

病
と
闘
い
な
が
ら
、
埼
玉
県
校

友
会
常
務
理
事
、
江
東
法
友
会

理
事
、
工
体
連
柔
道
部
Ｏ
Ｂ
会

副
会
長
を
務
め
て
お
ら
れ
、
校

友
会
を
多
方
面
か
ら
支
え
て
い

た
だ
い
て
、
関
係
者
一
同
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

清
水
さ
ん
の
夢
は
中
学
、
高

校
の
柔
道
部
の
復
活
で
す
。

２
０
０
７
年
に
法
政
大
学
中
高

等
学
校
は
三
鷹
市
牟
礼
に
移
転

し
た
の
を
き
っ
か
け
に
男
女
共

学
化
し
て
偏
差
値
も
上
昇
し
、

入
学
す
る
の
が
大
変
な
学
校
に

な
り
ま
し
た
が
、
大
事
な
の
は

心
身
の
鍛
錬
だ
と
清
水
さ
ん
は

仰
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は「
精

力
善
用
、
自
他
共
栄
」
の
柔
道

法
政
大
学
・
校
友
会
な
ど
に
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
た

清
水
昌
良
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈

の
精
神
を
養
っ
て
ほ
し
い
と
関

係
者
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

「
精
力
善
用
」
と
は
柔
道
で
鍛

え
た
心
と
体
を
良
い
こ
と
に
使

い
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で

す
。 

「
自
他
共
栄
」
と
は
自
分

だ
け
で
な
く
他
の
人
と
助
け
合

い
な
が
ら
良
い
社
会
を
つ
く
っ

て
い
こ
う
と
い
う
意
味
で
す
。

病
院
に
通
い
な
が
ら
の
生
活

で
す
が
、
柔
道
で
培
っ
た
不
撓

不
屈
の
精
神
で
86
歳
ま
で
は
生

き
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
、
母

校
の
発
展
や
社
会
に
貢
献
し
た

い
と
意
気
軒
高
で
し
た
。

清
水
さ
ん
の
お
義
兄
さ
ん
は

法
政
商
業
学
校
、
弟
さ
ん
も
法

政
一
高
出
身
と
い
う
こ
と
で
、

法
政
愛
が
深
い
こ
と
が
伺
い
知

れ
ま
し
た
。
�

（
広
報
部
会　

勝
又
秀
雄
）

全国大会会場にて　清水さん（左）と竹中会長

〈
叙
位
・
叙
勲
〉

　

  

旭
日
小
綬
章　

小
沢 

暁
民
氏
（
元
松
戸
市
議
会

議
員
）
63
年
経
済
学
部
卒

　

  

瑞
宝
双
光
章　

北
川 

和
彦
氏
（
元
大
津
市
消
防

監
）
79
年
経
営
学
部
卒

〈
知
事
・
市
長
〉

〇
山
口
県
岩
国
市
長

福
田 

良
彦
氏
（
ふ
く
だ
・
よ
し

ひ
こ
）
94
年
法
学
部
卒

24
年
２
月
11
日
～
５
期
目

〇
宮
城
県
名
取
市
長

山
田 

司
郎
氏
（
や
ま
だ
・
し
ろ

う
）
86
年
文
学
部
卒

24
年
７
月
25
日
～
３
期
目

〇
神
奈
川
県
座
間
市
長

佐
藤 

弥
斗
氏
（
さ
と
う
・
み
と
）

24
年
10
月
１
日
～
２
期
目

〈
訃
報
〉

〇
髙
橋 

正
氏
（
１
９
６
０
年 

文
卒
）
23
年
１
月
没 

享
年
85
歳

〇
金
子 

征
史
氏
（
１
９
７
３
年 

法
卒
）
24
年
２
月
没 

享
年
79
歳

法
政
大
学
名
誉
教
授

前
法
学
部
同
窓
会
会
長

前
法
政
士
業
の
会
会
長

〇
坂
口 

悦
男
氏
（
１
９
７
１
年 

工
卒
）
24
年
３
月
没 

享
年
75
歳

〇
黒
川 

欣
映
氏
（
文
学
部
名
誉

教
授
）
24
年
６
月
没 

享
年
90
歳

〇
西
川 

大
二
郎
氏
（
第
一
教
養

部
名
誉
教
授
）

24
年
６
月
没 

享
年
96
歳

〇
清
成 

忠
男
氏
（
元
法
政
大
学

総
長
）
24
年
７
月
没 

享
年
91
歳

〇
花
原 

二
郎
氏
（
経
営
学
部
名

誉
教
授
）

24
年
７
月
没 

享
年
93
歳

〇
福
井 

鉱
之
輔
氏
（
１
９
６
５

年 

法
卒
）

24
年
７
月
没 

享
年
81
歳

〇
丸
山 

永
樹
氏
（
１
９
６
６
年 

経
卒
）
24
年
７
月
没 

享
年
80
歳

〇
伊
藤 

俊
一
氏
（
１
９
６
４
年 

経
卒
）
24
年
８
月
没 

享
年
82
歳

〇
佐
藤 

昌
宏
氏
（
１
９
６
６
年 

社
卒
）
24
年
９
月
没 

享
年
83
歳

〇
中
俣 

均
氏
（
文
学
部
名
誉
教

授
）
24
年
10
月
没 

享
年
72
歳

〇
三
溝 

信
氏
（
社
会
学
部
名
誉

教
授
）
24
年
10
月
没 

享
年
90
歳

〇
川
上 

忠
雄
氏
（
経
済
学
部
名

誉
教
授
）

24
年
11
月
没 

享
年
91
歳

〇
十
河 

由
憲
氏
（
１
９
７
０
年 

社
卒
）
没
年
・
享
年
不
明

法学部卒業。大手銀行に入行するも、母の死を
きっかけに、「誰かの心を癒せる仕事がしたい」と
歌手の道を決意する。
現在、歌手活動に加えて、心と身体に障害をお持

ちの方への学びの場を提供するために、大学の客
員教授として授業の中で音楽の素晴らしさを届け
ている。また、法政大学の自主マスコミ講座の学生
を対象に「頑張れ！挑戦する若者たち、奈月塾！」と
いうコーナーを自身のラジオ番組内に設け、就職
活動支援も行っている。

ここ数年のコロナの影響を受けつつも、満を持してミニアルバム「SWEETONE」が
2024年10月10日発売。「さもない日々」「うけとめて」「Sweet Secret」「歌～私の人
生～」の4曲を収録。自分自身の歩んできた道のりの上にある幸せと人生という最大の
テーマ、歌うことに対しての真っすぐな想いと決意、そして奈月自身のファンの方への思
いを形にして歌われている。“奈月れいの新たな境地への第一歩”となるアルバムを皆
さんも是非聴いていただきたい。

シッティングバレーボールの公式サポートシンガー

本学卒業生の歌手、奈月れいさん
ミニアルバムをリリース！

渋谷区支部会員
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不
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法
政
大
学
校
友
会
名
誉
会
長

法
政
大
学

廣

瀬

克

哉

総
　長

法
政
大
学
校
友
会竹

中

宣

雄

会
　長

法
政
大
学
2
号
評
議
員

社
会
学
部 

1
9
7
2
年
卒

法
政
大
学
校
友
会田

﨑

　
稔

副
会
長

経
済
学
部 

1
9
7
9
年
卒

法
友
体
育
会
名
誉
会
長

法
政
大
学
校
友
会大

森

廣

行

副
会
長

経
営
学
部 

1
9
7
0
年
卒

法
政
大
学
2
号
評
議
員

法
政
大
学
校
友
会三

井

和

夫

副
会
長

経
済
学
部 

1
9
7
8
年
卒

法
政
大
学
2
号
評
議
員

法
政
大
学
校
友
会池

谷

文

雄

副
会
長

法
学
部 

1
9
8
0
年
卒

法
政
大
学
2
号
評
議
員

法
政
大
学
校
友
会石

渡

洋

行

副
　会
　長

事
業
部
会
長

法
学
部 

1
9
8
3
年
卒

法
政
大
学
理
事

法
政
大
学
校
友
会岡

本

眞

司

副
会
長

経
営
学
部 

1
9
7
0
年
卒

法
政
大
学
2
号
評
議
員

法
政
大
学
校
友
会中 

村 

寿
美
子

副
　会
　長

総
務
部
会
長

法
学
部 

1
9
8
1
年
卒

法
政
大
学
校
友
会桑

原

政

昭

参
　与

社
会
学
部 

1
9
7
6
年
卒

法
政
大
学

佐

野

　
哲

常
務
理
事

副 

学 

長

法
政
大
学

小
秋
元 

　段

常
務
理
事

副 

学 

長

法
政
大
学
校
友
会
監
事

高

須

順

一

弁
護
士

法
学
部 

1
9
8
2
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
副
会
長

法
政
大
学
応
援
団
O
B
O
G
会

田

中

利

幸

会
　長

経
営
学
部 

1
9
8
2
年
卒

公
認
会
計
士
法
友
会

法
政
大
学
校
友
会飯

塚

　
昇

監
　事

経
営
学
部 

1
9
7
4
年
卒

法
政
大
学
校
友
会

法
政
士
業
の
会
・
法
政
会
計
人
会

発

地

敏

彦

監
　事

発
地
敏
彦
税
理
士
事
務
所

経
営
学
部 

1
9
7
6
年
卒

法
政
大
学
1
号
評
議
員

法
政
大
学
校
友
会田

中

修

司

監
　事

法
政
大
学
法
人
統
括
本
部
長

経
済
学
部 

1
9
8
9
年
卒

法
政
大
学
校
友
会坂

本

考

史

監
　事

法
政
大
学
後
援
会
事
務
局
長

法
政
大
学

小

澤

雄

司

常
務
理
事

社
会
学
部 

1
9
8
6
年
卒

法
政
大
学

ダ
イ
ア
ナ
・
コ
ー

常
務
理
事

副 

学 

長

法
政
大
学

和

仁

達

郎

常
務
理
事

法
政
大
学

奥

山

利

幸

常
務
理
事

副 

学 

長

経
済
学
部 

1
9
8
6
年
卒

法
政
大
学

金

井

　
敦

常
務
理
事

副 

学 

長

法
政
大
学

岩

崎

晋

也

常
務
理
事

副 

学 

長

法
政
大
学

平

山

喜

雄

常
務
理
事

法
学
部 

1
9
8
7
年
卒

迎 春

～子どもの母校は我が母校～
〒102-0073

TEL．03-3264-9392

謹 賀 新 年

法政財界人倶楽部
法政財界人倶楽部は設立30周年を迎えます。

上場企業の「役員・執行役員」会員（現在263名）に加え、「部長職・課長職」会員（現在153名）の入会も受け付け中です。
法政財界人倶楽部事務局まで申し込み連絡をください。

会長 村田 紀敏 昭和41年卒
（株）セブン＆アイ・ホールディングス 元COO兼代表取締役社長

法政財界人事務局 副会長 佐々木郁夫
TEL 03‐3369‐0804 担当 齋藤・道山・矢賀部
連絡先

法
政
財
界
人
倶
楽
部佐

々
木 

郁
　夫

副
会
長

（
株
）
日
本
共
同
シ
ス
テ
ム

代
表
取
締
役
会
長

（
元
明
治
安
田
生
命
専
務
）

法
政
財
界
人
倶
楽
部堰

八

義

博

副
会
長

（
株
）
北
海
道
銀
行

特
別
顧
問
（
元
頭
取
）

法
政
財
界
人
倶
楽
部竹

中

宣

雄

副
会
長

ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
（
株
）

元
代
表
取
締
役
会
長

法
政
財
界
人
倶
楽
部田

邉

光

雄

副
会
長

信
金
中
央
金
庫

相
談
役
（
元
理
事
長
）

法
政
財
界
人
倶
楽
部村

田

紀

敏

会
　長

（
株
）セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

元
Ｃ
Ｏ
Ｏ
兼
代
表
取
締
役
社
長

法
政
財
界
人
倶
楽
部山

口

　
学

副
会
長

（
株
）
関
電
工

元
取
締
役
会
長

謹 賀 新 年
卒業生の皆様

本年もよろしくお願いします

賀 春
一般財団法人

法政大学経営者懇談会
これからの日本を背負うのは中小企業の経営者達
です。企業経営者、学生経営者、起業家、後継者
たちが会員です。
幅広い業界、校友をはじめとして有意義な活動を
一緒にしませんか！ 入会をお待ちしています。

代表理事　金子正之
ご入会お問い合わせは以下事務局まで

〒175-0083 東京都板橋区徳丸4-11-2 中尾建設工業㈱内
Mail: hoseikeieisya@gmail.com
Web: http://hosei-keieisya.com/

法
政
大
学
校
友
会佐

々
木 

郁 

夫

名
誉
顧
問

法
政
大
学
校
友
会
顧
問

法
政
大
学
校
友
会
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

西

岡

憲

廣

理
　事札

幌
山
の
手
高
等
学
校
理
事
長
・
校
長

法
学
部 

1
9
6
3
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
顧
問
・
北
信
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

富
山
県
校
友
会

松

井

幹

夫

特
別
顧
問

法
学
部 

1
9
6
4
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
顧
問

大
阪
府
校
友
会

樋

口

正

蔵

名
誉
会
長

法
学
部 

1
9
6
2
年
卒

法
政
大
学
校
友
会井

上

泰

一

顧
　問

法
学
部 

1
9
6
9
年
卒
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（
順
不
同
）

法
政
大
学
校
友
会豊

田

信

哉

顧
　
問

法
学
部 

1
9
6
２
年
卒

法
政
大
学
理
事

法
政
大
学
校
友
会
顧
問

小

林

清

宣

法
学
部 
1
9
7
5
年
卒

法
政
大
学
校
友
会石

塚

　

護

顧
　
問

法
学
部 

1
9
6
8
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
南
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

髙

橋

順

弘

理
　
事

経
済
学
部 

1
9
7
6
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
関
越
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

新
潟
県
校
友
会

宮

下

好

文

会
　
長

法
学
部 

1
9
7
8
年
卒

宮
崎
県
校
友
会

甲 
斐
　
嘗
一
郎

会
　
長

工
学
部 

1
9
7
1
年
卒

熊
本
県
校
友
会

玉

田

光

識

会
　
長

経
営
学
部 

1
9
7
6
年
卒

沖
縄
県
校
友
会

糸

数

　

淳

会
　
長

法
学
部 

1
9
8
3
年
卒

法
政
大
学
体
育
会
空
手
部
拳
友
会

竹

本

泰

久

会
　
長

文
学
部 

1
9
8
6
年
卒

工
体
連
O
B
・
O
G
会

土

居

通

明

会
　
長

工
学
部 

1
9
8
4
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
職
域
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

文
化
・
フ
ジ
タ
オ
レ
ン
ジ
法
友
会
会
長 

文
化
シ
ヤ
ッ
タ
ー
株
式
会
社

潮

崎

敏

彦

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

経
済
学
部 

1
9
7
0
年
卒

法
友
野
球
倶
楽
部小

早
川
　
毅 

彦

会
　
長

経
営
学
部 

２
０
０
４
年
卒

法
政
大
学
体
育
会
自
動
車
部
O
B
・
O
G
会

岩

瀨

　

仁

会
　
長

経
営
学
部 

1
9
7
3
年
卒

建
設
・
不
動
産
橙
法
会

柳

　

済

龍

会
　
長

経
済
学
部 

1
9
7
5
年
卒

法
政
大
学
富
士
見
射
友
会

吉

田

裕

司

会
　
長

社
会
学
部 

1
9
8
0
年
卒

法
政
大
学
中
小
企
業
診
断
士
オ
レ
ン
ジ
会
　

内 

藤 

博

会
　
長

経
済
学
部 

1
9
7
4
年
卒

法
政
会
計
人
会

髙

田

住

男

会
　
長

公
認
会
計
士
法
友
会太

田

荘

一

会
　
長

経
済
学
部 

1
9
7
7
年
卒

法
泳
会

春

木

亮

一

会
　
長

交
響
楽
団
一
九
二
一
年
創
立

法
政
大
学
交
響
楽
団

O
B
・
O
G
会

法
政
大
学
校
友
会
東
京
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

東
京
都
校
友
会

小
田
島 

英
　
一

会
　
長

法
学
部 

1
9
7
5
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
財
務
部
会
長
・
参
与

南
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

神
奈
川
県
校
友
会北

村

　

武

会
　
長

経
済
学
部 

1
9
7
4
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

大
阪
府
校
友
会

上

野

隆

祥

会
　
長

経
営
学
部 

1
9
7
３
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

愛
知
県
校
友
会

山

本

英

次

会
　
長

法
学
部 

1
9
7
2
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

滋
賀
県
校
友
会

外

池

國

夫

会
　
長

経
営
学
部 

1
9
7
6
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

愛
媛
県
校
友
会

渡

辺

昜

廣

顧
　
問

工
学
部 

1
9
7
5
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
北
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

長
崎
県
校
友
会

岡

村

康

司

経
営
学
部 

1
9
８
２
年
卒

福
岡
県
校
友
会

中

村

勇

治

会
　
長

法
学
部 

1
9
9
3
年
卒

島
根
県
校
友
会

佐
々
木 

雄
　
三

会
　
長

経
営
学
部 

1
9
6
7
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
南
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

沖
縄
県
校
友
会
幹
事
長

鈴

木

洋

一

理
　
事

経
済
学
部 

1
9
7
8
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
学
部
同
窓
会
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

神
奈
川
県
校
友
会
監
事

理
系
同
窓
会
相
談
役岡

本

　

眞

工
学
部 

1
9
7
0
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
付
属
校
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

法
政
大
学
高
等
学
校
同
窓
会

髙

村

嘉

昭

会
　
長

経
済
学
部 

1
9
7
0
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
職
域
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

一
般
財
団
法
人 

法
政
大
学
経
営
者
懇
談
会

金

子

正

之

理
事
長

工
学
部 

1
9
6
4
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
教
職
員
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

法
政
大
学
教
職
員
校
友
会

横

内

正

雄

会
　
長

法
政
大
学
校
友
会
法
政
士
業
の
会
ブ
ロ
ッ
ク

公
認
会
計
士
法
友
会石

川

正

敏

理
　
事

副
会
長

経
営
学
部 

1
9
8
3
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
ス
ポ
ー
ツ
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

法
政
大
学
体
育
会
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
O
B
O
G
会

大

橋

佳

哉

法
学
部 

1
9
8
9
年
卒

秋
田
県
校
友
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡

邊

　

光

会
　
長

社
会
学
部 

1
9
7
９
年
卒

山
形
県
校
友
会

後

藤

和

雄

会
　
長

経
済
学
部 

1
9
8
1
年
卒

法
政
大
学
２
号
評
議
員

福
井
県
校
友
会

北

川

頼

子

会
　
長

経
営
学
部 

1
9
7
5
年
卒

法
政
大
学
女
子
・
国
際
高
等
学
校
同
窓
会

中 

村
　
美
津
江

会
　
長

法
政
大
学
校
友
会
北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

茨
城
県
校
友
会

木

村

　

眞

会
　
長

水
戸
法
友
会
会
長

経
済
学
部 

1
9
6
2
年
卒

山
梨
県
校
友
会

樋

泉

智

男

会
　
長

社
会
学
部 

1
9
6
4
年
卒

栃
木
県
校
友
会

寺

内

正

毅

会
　
長

経
営
学
部 

1
9
6
3
年
卒

埼
玉
県
校
友
会

髙 
田
　 

　
勝

会
　
長

文
学
部 
1
9
７
４
年
卒

岐
阜
県
校
友
会

井

納

　

誠

会
　
長

工
学
部 

1
9
7
2
年
卒

三
重
県
校
友
会

服 

部
　
喜
久
男

会
　
長

経
済
学
部 

1
9
7
6
年
卒

京
都
府
校
友
会

徳

島

　

環

会
　
長

法
学
部 

1
9
8
6
年
卒

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

奈
良
県
校
友
会
役
員
一
同

和
歌
山
県
校
友
会大

岩

德

成

会
　
長

経
済
学
部 

1
9
8
7
年
卒

岡
山
県
校
友
会

西

　

康

宏

会
　
長

経
営
学
部 

1
9
7
9
年
卒

広
島
県
校
友
会

斎

藤

　

周

会
　
長

工
学
部 

1
9
7
8
年
卒

謹 賀 新 年
法政大学並びに法政大学校友会の
さらなる発展を祈念いたします。

法政大学学部同窓会

出身学部の同窓会にも、ぜひ注目とご参加を！

http://www.houseikeieidousoukai.com/
会長 岩井 昭
経営学部同窓会

http://www.hoseikeiyukai.jp/
会長 村田 紀敏
経済学部同窓会

https://hosei-tk.com/
会長 米田 俊彦
通信教育部校友会

http://www.hoseisoc-dousoukai.jp/
会長 中 正美
社会学部同窓会

会長 池上　貞純
http://hosei-hodokai.jp/

法学部同窓会

会長 清原 孟
事務局ＦＡＸ

文学部同窓会

０３－３２６４－９８４０

会長 村主　康和
理系同窓会

http : //１３３．２５．１９６．１００/

法
政
大
学
校
友
会坂

戸

俊

夫

顧
　
問

経
営
学
部 

1
9
6
9
年
卒
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起
業
家
と
し
て
の
原
点

キ
ャ
リ
ア
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
『
ポ

ジ
ウ
ィ
ル
キ
ャ
リ
ア
』
が
メ
イ

ン
事
業
の
ポ
ジ
ウ
ィ
ル
株
式
会

社
の
経
営
を
し
て
い
ま
す
。
弊

社
の
サ
ー
ビ
ス
は
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
学
部
時
代
に
学
ん
で
い

た
こ
と
が
ベ
ー
ス
で
す
。
累
計

キ
ャ
リ
ア
相
談
者
数
も
約
４
万

人
と
な
り
、
弊
社
の
ト
レ
ー
ニ

法
政
魂
と
社
会
人
デ

ビ
ュ
ー 

～
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
で
の
成
長
～

２
０
２
５
年
法
政
大
学
応
援

団
は
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま

す
。
そ
の
応
援
団
で
大
学
時
代
、

私
は
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
渉

外
責
任
者
を
務
め
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
磨
き
ま
し
た
。
特
に
、

大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
、

あ
っ
と
い
う
間
に
10
年
が
経
ち

ま
し
た
。
30
代
に
入
り
、
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
で
の
学
び

を
実
感
す
る
よ
う
に
な
り
、
人

生
は
自
分
で
切
り
拓
く
も
の
だ

と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し

た
。
私
は
こ
の
秋
、
２
０
１
４

年
に
新
卒
で
入
社
し
、
10
年
在

籍
し
た
楽
天
グ
ル
ー
プ
を
卒
業

し
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し

ま
す
。
世
の
中
に
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
る
事
業
を
通
し
て
活
気

あ
ふ
れ
る
社
会
の
実
現
を
し
た

い
と
本
気
で
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
記
事
を
読
ん
で
い
た
だ
く

皆
さ
ま
に
と
っ
て
ご
自
身
の

キ
ャ
リ
ア
を
切
り
拓
く
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

新
し
い
出
会
い
を
求
め
る

好
奇
心
が
成
長
の
原
動

力
と
な
る

私
が
大
切
に
す
る
価
値
観
の

ひ
と
つ
に「
挑
戦
」と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
幼

遺
憾
無
く
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
と
い
う

グ
ロ
ー
バ
ル
な
企
業
で
働
き
始

め
た
私
は
、
多
く
の
社
員
が
敬

遠
し
が
ち
な
ク
レ
ー
ム
対
応
を

積
極
的
に
引
き
受
け
、
お
客
様

の
声
と
真
摯
に
向
き
合
っ
た
結

果
、
お
客
様
か
ら
の
信
頼
を
獲

得
し
、
全
社
で
ト
ッ
プ
の
評
価

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
経
験
は
、
私
に
と
っ

て
大
き
な
自
信
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。

税
理
士
へ
の
挑
戦
と

新
た
な
章
の
始
ま
り

そ
の
後
、
経
営
学
部
で
学
ん

だ
簿
記
・
会
計
の
専
門
性
を
活

か
し
、
税
理
士
試
験
に
挑
戦
。

国
際
電
話
セ
ン
タ
ー
で
の
夜
勤

と
大
学
院
や
専
門
学
校
の
勉
強

を
両
立
さ
せ
る
日
々
は
、
想
像

を
は
る
か
に
超
え
る
過
酷
な
も

の
で
し
た
が
「
大
学
時
代
、
困

難
な
壁
を
克
服
し
た
よ
う
に
、

今
回
も
必
ず
達
成
で
き
る
」
と

い
う
強
い
信
念
を
持
ち
続
け
ま

し
た
。

税
理
士
試
験
に
合
格
後
、
結

婚
し
、
３
人
の
子
供
を
授
か
り
、

い
よ
い
よ
新
た
な
人
生
の
章
の

始
ま
り
で
す
。
そ
の
頃
、
税
理

士
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
に
も
挑

戦
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

一
念
発
起
し
て
よ
り
柔
軟
な
働

き
方
を
目
指
し
、
税
理
士
法
人

テ
ィ
グ
レ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
に
社

員
税
理
士
と
し
て
入
社
。
早
速

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室
で
新

卒
採
用
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

女
性
が
活
躍
で
き
る
職
場
環
境

づ
く
り
に
尽
力
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
女
性
社
員
の
割
合
を

20
％
か
ら
50
％
近
く
ま
で
増
加

さ
せ
、
組
織
全
体
の
活
性
化
に

貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。
こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

全
国
28
拠
点
の
代
表
社
員
税
理

士
に
就
任
し
、
現
在
は
飯
田
橋

の
東
京
事
務
所
で
、
多
岐
な
経

歴
を
持
つ
社
員
た
ち
と
共
に
、

組
織
を
牽
引
し
て
い
ま
す
。

女
性
が
輝
く
未
来
へ
！

私
の
挑
戦
と
願
い

仕
事
と
育
児
を
両
立
さ
せ
る

こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
法
政
で
鍛
え

ら
れ
た
精
神
的
体
力
、
そ
し
て

ン
グ
を
受
け
て
転
職
や
独
立
な

ど
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
し
た
方

や
、「
人
生
が
変
わ
っ
た
」「
自

分
を
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
涙
を
流
し
て
報
告
を
し

て
く
だ
さ
る
方
も
い
て
、
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
事
業
も
、
会
社

も
、
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
の
大
き
な
転
機

は
、「
養
護
施
設
で
の
実
習
」、

「
法
政
大
学
へ
の
編
入
」
そ
し

て
「
起
業
」
な
の
で
す
が
、
保

育
系
の
短
大
時
代
に
行
っ
た
養

護
施
設
で
の
経
験
が
、
編
入
と

起
業
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
た

ち
が
い
る
養
護
施
設
で
泊
ま
り

込
み
を
し
て
、「
お
金
や
物
の

支
援
は
国
が
し
て
く
れ
る
け
れ

ど
、
生
き
方
の
支
援
は
誰
も
し

て
く
れ
な
い
」
と
気
づ
き
、 

大

学
に
編
入
し
て
未
来
の
選
択
肢

を
広
げ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

当
時
の
短
大
の
学
長
が
勧
め
て

く
れ
た
の
が
法
政
の
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
学
部
。
中
で
も
宮
城

ま
り
子
先
生
の
授
業
を
受
け
た

と
き
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。 

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
は
、

楽
天
で
本
部
長
と
し
て
数
々
の
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
を
経
て

フ
リ
マ
ア
プ
リ
国
内
首
位
メ
ル
カ
リ
で
可
能
性
に
挑
戦

法
政
魂
を
胸
に
、

女
性
が
輝
く
未
来
を
創
る

短
大
か
ら
本
学
に
編
入
し
て
起
業
家
へ

若
者
の
生
き
方
を
支
援
す
る
仕
事
を
創
造
す
る

周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で

す
。
現
在
、
仕
事
と
育
児
の
両

立
に
悩
む
女
性
社
員
か
ら
の
相

談
に
乗
る
機
会
が
多
く
、
私
自

身
の
経
験
が
誰
か
の
力
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
大
き

な
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
５
０
０

世
帯
の
マ
ン
シ
ョ
ン
初
の
女
性

理
事
長
を
務
め
た
り
、
応
援
団

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
の
副
会
長
と
し
て

現
役
の
困
り
事
の
相
談
に
乗
っ

た
り
し
て
、
充
実
し
た
毎
日
を

送
っ
て
い
ま
す
。
休
日
は
、
神

宮
の
野
球
観
戦
や
ラ
イ
ブ
に
行

き
、
応
援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
て
い
ま
す
。

法
政
大
学
で
の
経
験
の
一
つ

ひ
と
つ
が
、
私
の
人
生
に
お
け

る
財
産
で
す
。
応
援
団
で
磨
い

少
期
か
ら
数
々
の
習
い
事
や
ク

ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
を
通
じ
て
競

争
心
が
芽
生
え
、
社
交
性
が
身

に
つ
き
、
そ
れ
が
土
台
と
な
り
、

特
に
「
全
力
」
を
自
身
の
ス
タ

イ
ル
と
し
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
高
め
る
ス
キ
ル
は
法
政
で
の

４
年
間
で
形
作
ら
れ
た
も
の
だ

と
確
信
し
て
い
ま
す
。
大
学
を

「
プ
レ
社
会
」
と
し
て
位
置
付

け
、
在
学
中
は
自
分
の
キ
ャ
パ

シ
テ
ィ
を
考
慮
せ
ず
手
当
た
り

次
第
、
多
く
の
経
験
を
積
む
こ

と
に
専
念
し
、
様
々
な
場
所
に

飛
び
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。
自

主
マ
ス
コ
ミ
講
座
に
所
属
し
な

が
ら
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

ス
タ
ッ
フ
、
中
国
の
短
期
留
学
、

政
治
家
や
複
数
企
業
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
、
興
味
の

有
無
に
拘
わ
ら
ず
、
と
り
あ
え

ず
や
っ
て
み
よ
う
、
と
行
動
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
自
分

の
得
意
不
得
意
、
好
き
嫌
い
な

ど
大
切
に
し
て
い
る
価
値
観
が

明
確
に
な
り
ま
し
た
。「
努
力
、

挑
戦
、
勝
利
、
変
化
」
を
軸
に

自
分
が
最
も
輝
け
る
場
所
と
し

て
選
択
し
た
の
が
楽
天
で
す
。

人
と
人
が
行
き
交
う

営
業
職
は
人
生
経
験
を

積
む
最
適
な
場
所

入
社
後
天
職
と
も
思
え
る
仕

事
に
出
会
い
、
２
年
目
で
昇
進

し
、
常
に
成
長
で
き
る
機
会
と

環
境
を
与
え
て
頂
き
ま
し
た
。

楽
天
市
場
の
営
業
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
か
ら
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー

ト
し
、
素
晴
ら
し
い
仲
間
と
出

会
い
、
楽
天
モ
バ
イ
ル
の
基
地

局
設
置
の
立
ち
上
げ
を
10
人
で

行
い
ま
し
た
。
モ
バ
イ
ル
の
店

舗
統
括
や
法
人
事
業
の
立
ち
上

げ
な
ど
の
経
験
を
通
し
て
、「
で

き
な
い
言
い
訳
を
排
除
し
、
や

れ
る
方
法
を
考
え
抜
く
」
と
い

う
自
分
の
ス
タ
イ
ル
が
確
立
さ

れ
、
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
常
に
上
司

や
先
輩
、
同
僚
な
ど
周
り
に
恵

ま
れ
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
や
助

言
を
い
た
だ
き
、
３
か
月
単
位

で
自
分
の
課
題
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
向
き
合
っ
て
き
た
こ
と
が

今
の
自
分
を
つ
く
っ
て
く
れ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

や
り
残
し
た
こ
と
に

気
づ
く

そ
し
て
今
、
仕
事
を
し
な
が

ら
車
の
免
許
を
取
得
す
る
た
め

教
習
所
に
通
っ
て
い
ま
す
。
大

学
生
活
に
夢
中
だ
っ
た
結
果
、

取
り
忘
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で

す
。
何
事
も
遅
す
ぎ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

人
生
は
挑
戦
す
る
か
ら

お
も
し
ろ
い

今
後
も
推
進
力
や
突
破
力
を

も
っ
て
周
囲
を
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
し
続
け
る
姿
勢
を
持
ち
、

課
題
解
決
に
「
全
力
」
を
尽
く

し
て
い
き
ま
す
。
最
後
に
、
法

政
大
学
出
身
者
皆
で
よ
り
良
い

社
会
を
い
っ
し
ょ
に
つ
く
っ
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｏ　

Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
!!

企
業
と
連
携
し
、
都
市
対
抗
野

球
の
応
援
を
成
功
さ
せ
た
経
験

は
、
私
に
と
っ
て
大
き
な
転
機

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を

通
じ
て
、
社
会
と
の
繋
が
り
を

実
感
し
、
将
来
は
社
会
に
貢
献

し
た
い
と
い
う
強
い
使
命
感
を

抱
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

社
会
人
と
な
っ
て
か
ら
も
応

援
団
で
培
っ
た
不
屈
の
精
神
は

た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
大
学
で

学
ん
だ
専
門
知
識
の
融
合
が
、

現
在
の
私
の
活
動
の
礎
と
な
っ

て
い
ま
す
。
法
政
の
卒
業
生
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
社
会
に
貢

献
し
、
後
輩
た
ち
の
ロ
ー
ル
モ

デ
ル
と
な
れ
る
よ
う
、
精
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
自
分
の
可
能
性
を

信
じ
て
、
一
歩
踏
み
出
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
諦
め
ず
に
努
力

す
れ
ば
、
必
ず
道
は
開
け
ま
す
。

皆
さ
ん
に
心
か
ら
の
エ
ー
ル
を

お
送
り
し
ま
す
。

母
校
で
の
経
験
を
糧
に
、私
た
ち
の
キ
ャ
リ
ア
の
切
り
拓
き
方

特集

経
営
と
心
理
学
と
キ
ャ
リ
ア
論

の
三
つ
を
学
べ
て
、
私
に
と
っ

て
バ
ラ
ン
ス
が
良
か
っ
た
で

す
。
同
じ
学
部
の
皆
が
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
を
仕
事
に
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
私

の
場
合
は
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
て
仕
事
に
す
る
し
か
な
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
し
、「
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
世
に

広
め
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
で

起
業
を
し
ま
し
た
。

不
可
能
を
可
能
に

８
期
目
を
迎
え
た
会
社

会
社
は
現
在
８
期
目
、
使
命

感
と
共
に
駆
け
抜
け
て
き
ま
し

た
。
顧
客
、
社
員
、
株
主
、
社

会
の
た
め
に
も
や
り
き
ら
な

き
ゃ
い
け
な
い
。
様
々
な
困
難

も
経
験
し
ま
し
た
が
、
社
員
や

株
主
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

方
と
出
会
え
て
世
界
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
で
決

め
た
こ
と
を
自
分
で
形
に
し
て

い
く
こ
と
以
上
に
面
白
い
こ
と

は
な
い
と
い
う
こ
と
も
知
り
ま

し
た
。 
起
業
当
初
は
、「
キ
ャ

リ
ア
相
談
で
起
業
は
無
理
だ
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

実
際
に
「
現
実
」
に
で
き
る
し
、

更
に
広
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に

つ
い
て
の
魅
力
を
数
人
し
か
分

か
っ
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
、
３
万
人
、
４
万

人
と
広
が
っ
て
い
く
こ
と
は
嬉

し
い
で
す
ね
。
開
拓
し
て
い
く

面
白
さ
を
感
じ
ま
す
。
妥
協
し

た
選
択
を
し
て
い
た
ら
、
今
は

な
い
で
す
。 

思
い
描
い
た

『
生
き
方
支
援
』の
実
現
へ

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
昨
年

出
産
を
し
て
１
児
の
母
に
。
経

営
と
育
児
の
両
立
は
か
な
り
大

変
で
す
。
約
２
リ
ッ
ト
ル
の
出

血
を
し
た
の
に
産
後
２
週
間
で

復
帰
し
、「
普
通
に
仕
事
が
で

き
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
苦
し

か
っ
た
で
す
。
他
の
人
に
は
同

じ
思
い
を
し
て
ほ
し
く
な
い
と

思
い
、
社
員
に
は
し
っ
か
り
産

休
・
育
休
を
取
得
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
自
ら
の
経
験
か
ら

も
会
社
や
社
会
を
変
え
て
い
こ

う
と
し
て
い
ま
す
。

私
は
今
後
も
、
生
き
づ
ら
さ

を
抱
え
て
い
る
人
へ
の
支
援
を

し
、「
ど
う
生
き
た
い
か
」
を

人
々
に
問
い
な
が
ら
、
自
分
の

あ
り
た
い
姿
を
描
き
実
現
す
る

力
を
よ
り
高
め
ら
れ
る
事
業
・

会
社
を
目
指
し
た
い
で
す
。
い

つ
か
は
、
原
点
で
も
あ
る
自
分

が
実
習
し
た
養
護
施
設
の
支
援

を
す
る
こ
と
や
団
体
を
創
る
こ

と
も
想
像
し
て
い
ま
す
。
養
護

施
設
実
習
で
感
じ
た
こ
と
か

ら
、
お
金
も
生
き
方
も
全
部
支

援
で
き
る
人
に
な
り
た
い
と
も

思
い
ま
す
。
誰
の
役
に
立
て
る

の
か
？
と
い
う
こ
と
を
基
準
に

考
え
、
も
っ
と
社
会
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
で
す
。

（株）メルカリ
Head of Shops/
Ads CEO office 

Director

戸田 雅子
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野口 みどり
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金井 芽衣
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様々なニーズに応えるために科目等履修制度があり
ます。１科目（登録料１０，０００円、履修料文系４単位
科目１科目につき６０，０００円の合計７０，０００円）より履
修が可能です。この制度は、大学院進学の準備期間
として活用でき、大学院進学の疑似体験としても利用
できます。

ＳＤＧｓをテーマとした科目がパッケージされた履修証
明プログラムです。現代社会において欠かすことができ
ないＳＤＧｓについて多面的に学び、社会人のキャリア
アップやスキルアップを応援します。 

医療従事者および介護従事者、ならびにこれらの経
営に携わる方を対象に、本講座ではマネジメントの視点
から実践的な視座を得ることを目的にしています。組織
を継続的に発展させるためにはどうすればいいのかを多
角的に学ぶことができます。

職場で役立つマネジメント方法を学びたいと考えるビ
ジネスパーソンに向けてイノベーション・マネジメント研
究科のＭＢＡの講義を提供します。受講生は総合経営、
マーケティング、経営戦略の科目群から最大４科目受
講が可能です。

幾つかの大学院科目をパッケージし、気軽に専門的
な知識と経験を得ることができる特別なプログラムです。

1 科目ごとに科目を履修した場合よりも履修料が安く
設定されており、専門知識を得るための本格的な学び
の場としても、また、その後の大学院進学の入り口とし
ても十分に役に立つように設計されています。履修証
明プログラムで修得した単位は、大学院入学後に単位
として認定されます。

修了者には学校教育法に基づき履修証明書が発行
されます。また、希望者には右記プログラム修了時に
オープンバッジの発行も行っています。厚生労働省教
育訓練給付制度の「一般教育訓練講座」に指定さ
れています。

法政大学では科目等履修制度と履修証明プログラムの二つのリスキリングの制度があります。混沌の時代の中で、卒業生の皆さん
の知的武装を応援します。時代を生き抜く高度な知識の獲得とスキルの研鑽のために、法政で学びませんか？二つのリスキリングの制
度は、それぞれ大学院の正規課程で学ぶための最初のステップとしても利用できます。

これまでの実績が認められ、役員に
株式会社 日本アメニティライフ協会（以降、JALA)は

神奈川県、東京都内のみで認知症高齢者グループホー
ムなどの介護事業や障害者福祉事業、保育事業や、日
本語学校事業など、約370の事業所を運営している超ド
ミナント戦略（注）を実践している企業です。従業員数は非
常勤を含め約7500名にも上り、売上高も約273億円の
企業規模となりました（2024年3月末実績）。

入社後しばらくして、神奈川県相模原市にある認知
症高齢者グループホーム「花物語さがみ湖」の施設長と
して立ち上げを経験し、開設月に入居者定員の満床を
達成することができました。その後、新規施設の開発を
担当するようになり規模が拡大。当時の経営陣より執
行役員就任の打診がありました。これが大学院で学ぶ
きっかけとなりました。

（注）特定エリアに集中出店することで、競争優位性を
確保し、さらに独自の価値を掛け合わせて進化する戦略

従業員とその家族を守るという責任感
役員就任については評価されてうれしいと思う反面、

働いている従業員とその家族を守らなければならないと
いう責任感が芽生えました。そこで、経営を体系的に学
ぶ必要があると考え、2012年に本学大学院のイノベー
ション・マネジメント研究科（以降、イノマネ）に入学するこ
とを決意しました。

タイムマネジメントの重要性を学ぶ
イノマネでの学びは全てが新鮮でした。仕事を終え、

授業を受講し、帰宅してから2日後の課題に取り組むと
いったハードな授業構成のおかげもあり、タイムマネジメ
ントの重要性を学ぶことができました。移動時間や入浴
中に勉強や課題に取り組んだり、昼食は時短のために
海苔が既に巻かれているタイプのオニギリ2個にお茶と
決めたり、24時間を有効に活用するために寝る時間と
起きる時間から逆算して睡眠時間を切り詰めて生活した
りといった日々でした。

そんな生活も半年後には慣れ、余裕をもって毎日を過
ごすことができるようになりました。これは現在の仕事に
生かされていて、経営判断の際には基本的に「自分で

ボールは持たずに早期に判断し、投げ返す、処理する」
といった考え方につながっています。

仲間や恩師との出会い
同級生には大手のコンサルティング会社、商社、航空

会社、メーカーなどの出身の方や士業にて独立されてい
る方、自ら企業経営されている方などさまざまな経歴の方
がいました。恩師の高田先生に出会えたのもイノマネの
おかげです。同級生や先生とは今でも定期的に飲みニ
ケーションをしており、時には一緒に仕事をすることも増
えています。

大学院での学びを生かし、組織を構築
そして、二つ目の経営を判断する際の思考回路の構

築についてです。授業を受けながら、自社の場合はどうで
あるか、自社ではどう生かせるかというのを常に考えてお
りました。そしてそこで考えたことを実践し、自社の経営に
取り入れていくことも多くありました。私が入学したころ、
会社では組織体制があまり整備されておりませんでした
が、大学院での学びを生かし、組織を構築できたのもそ
の一つであったと思います。

科目等履修生としてやりがいのある課題を経験
学び直しという意味では今から4年程前の2020年

に、科目等履修生という形で再度イノマネに戻りました。
ここではオムニバス形式の授業が中心でしたが、面白

かったのが個人の最終プレゼン課題です。実在する某
病院の再建計画について、「6年間全て赤字経営が継
続しているが改革してほしいと言われたらどうするか」とい
うものでした。使用可能なのは公表資料のみでしたが、
当時から会社でM&Aの主担当を行っていた私にとって
はとてもやりがいのある課題で、ほとんど趣味の世界の
ようなプレゼン資料を作成したのを記憶しています。

経営で難しいことは「やらないことを決める」
JALAは、2012年に入学した時から比べると、企業規

模は約4倍から5倍になっています。そこに至るまでには
神奈川県、東京都内のみを主戦場にするといった超ドミ
ナント戦略の徹底と、組織の定期的な更新を繰り返して

きています。これもイノマネ時代に学んだことですが、経
営で難しいことは「やることを決める」ことではなく「やらな
いことを決める」ということです。やろうと思えば何でもや
れてしまう、しかし、やってしまうことで中途半端になったり
力が分散されたりしてしまったら10の力が5と5ではなく、
それ未満になってしまう、故にやらないことを決めること
が重要な考え方になっています。

常に危機意識を持ちながら、
M&A戦略を成長軌道に

エリアを定めてJALAが行ったことは新規施設の開発
とM&Aの推進です。新規施設はゼネコンや設計士、金
融機関やハウスメーカーと連携を取り、出店ペースをコン
トロールしながら増やす流れができつつありました。そし
てイノマネを卒業した2014年頃からM&Aを活発化させ
ていきました。M&AといってもJALAの場合は事業譲渡
中心で株式譲渡や吸収分割などは多くありません。

多くのM&Aは失敗するといわれています。私はその理
由を事業デューデリジェンス（以降、D.D.）かPMIの問題
であると考えています。前述のとおり、JALAの多くが事
業譲渡を前提としているため、前法人である会社に帰属
する法的リスクや財務リスクを引き継ぐリスクは大きく軽
減されます。そのため、重要なのは事業D.D.なのだと思
います。

そしてPMIの統合プロセスに関しては、あまり長期間
かけてやるものではないと考えています。短時間で切り
替えることで統合プロセスはスムーズになります。これら
の考えを前提に置いていますので、資料を見た瞬間すぐ
にこのM&Aの検討を進めるべきか否かを判断すること
ができるのだと思います。

高齢者のための最後の砦・受け皿を
「社会的な公器」に

高齢者施設の中には経済的な問題、認知症の問題、
医療の問題などさまざまな課題に対して受け入れを行わ
ない施設も多くあります。JALAはその時に高齢者が困
らない環境を構築すべく、神奈川県、東京都内における
高齢者のための最後の砦・受け皿を「社会的な公器」と
いう立場として発展を続けていきたいと考えております。

本学大学院での学び直しを経て、超ドミナント戦略を実践
～高齢者のための最後の砦・受け皿を「社会的な公器」に～

江頭 大(えがしら だい)さん

プロフィール
2008 年現代福祉学部卒業、同年（株）
日本アメニティライフ協会（JALA）に入
社。現在取締役副社長兼事業本部長。
勤務しながら、2014 年法政大学専門職
大学院イノベーション・マネジメント科修了、
2020 年度同専攻科目等履修生

科目等履修制度

履修証明プログラム

SDGs Plus履修証明プログラム

マネージャーのためのMBA講座
履修証明プログラム

ヘルスケア・マネジメント講座
履修証明プログラム

法 政 で リ ス リキ ン グ ！ 時代を生き抜く知識の獲得とビジネス能力の研鑽を再び母校で

リカレント
教育だより

動画はこちら
詳細は、右記の
QRコードより
ご覧ください。
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Spor
ts

法
政
ス
ポ
ー
ツ
を
担
う

注
目
の
新
人
たち
ライターは

「スポーツ法政」
部員

法
政
二
高
出
身
の
Ｈ
Ｏ
（
フ
ッ
カ
ー
）
花
澤
祐
太
が
早
く
も
輝

き
を
見
せ
て
い
る
。
高
校
時
代
は
、
桐
蔭
学
園
高
の
高
い
壁
に
阻

ま
れ
、
一
度
も
花
園
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
悔
し
さ
を
晴
ら
す
べ
く
、
法
大
に
進
学
し
ラ
グ
ビ
ー
を
続

け
た
。
大
学
で
の
デ
ビ
ュ
ー
戦
と
な
っ
た
の
は
、
大
学
選
手
権
３

連
覇
中
の
王
者
・
帝
京
大
と
の
試
合
だ
っ
た
。
強
力
な
ス
ク
ラ
ム

が
武
器
の
相
手
か
ら
何
度
も
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
奪
う
活
躍
を
見
せ
、

鮮
烈
な
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
。
春
季
大
会
で
の
活
躍
が
高
く
評

価
さ
れ
、
東
軍
学
生
代
表
に
１
年
生
で
唯
一
と
な
る
ス
コ
ッ
ド
入

り
を
果
た
し
た
。
出
場
こ
そ
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、
大
学
を
代
表

す
る
Ｈ
Ｏ
の
一
人
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
法
大
の
セ
ッ
ト
プ
レ
ー

の
要
と
し
て
、
す
で
に
必
要
不
可
欠
な
存
在
だ
。�

（
盛
岡
惟
吹
）

花澤 祐太
（経済学部）

出身高校／法政大学第二高等学校
主な成績／関東高等学校ラグ
ビー大会Eブロック優勝、高校ラ
グビー神奈川県予選ベスト4

ラグビー

名
門
・
出
雲
北
陵
高
で
主
将
を
務
め
た
実
力
者
が
１
年
生
な
が

ら
チ
ー
ム
の
柱
に
な
っ
て
い
る
。
高
校
時
代
は
ダ
ブ
ル
ス
で
２
年

連
続
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
３
位
に
輝
い
た
実
績
を
提
げ
て
法
大
に
入
学

し
た
佐
藤
。
４
月
に
行
わ
れ
た
新
人
戦
で
は
、
同
じ
く
１
年
生
の

岩
井
田
雄
斗（
国
際
文
化
１
）と
の
ダ
ブ
ル
ス
で
準
優
勝
に
輝
く
と
、

５
月
の
リ
ー
グ
戦
で
は
チ
ー
ム
最
多
の
４
勝
を
挙
げ
て
８
年
ぶ
り

の
Ａ
ク
ラ
ス
入
り
（
４
位
）
に
貢
献
す
る
。
７
月
の
イ
ン
カ
レ
で

は
法
大
で
は
唯
一
の
１
年
生
と
し
て
出
場
し
、
９
月
に
行
わ
れ
た

リ
ー
グ
戦
で
も
『
主
力
』
と
し
て
、
春
を
超
え
る
チ
ー
ム
最
多
の

５
勝
で
リ
ー
グ
戦
通
算
９
勝
を
挙
げ
た
。
特
に
秋
季
の
日
大
戦
で

は
、
ダ
ブ
ル
ス
全
日
本
王
者
に
輝
い
た
小
林
・
伊
藤
ペ
ア
に
勝
利

す
る
大
活
躍
を
見
せ
、
チ
ー
ム
の
金
星
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

２
０
２
５
年
１
月
に
は
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
に
、
島
根
県

代
表
と
し
て
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
と
混
合
ダ
ブ
ル
ス
に
出
場
を
予
定

し
て
い
る
。
関
東
学
生
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
名
を
日
本
中

に
轟
か
せ
る
準
備
は
で
き
て
い
る
。�

（
大
草
拓
馬
）

佐藤 卓斗
（経営学部）

出身高校／出雲北陵高校（島根県）
主な成績／第70回中国高等学
校卓球選手権大会 ダブルス優
勝、第92回全国高等学校卓球
選手権大会 ダブルス3位

卓球

「
力
強
い
プ
レ
ー
が
持
ち
味
」
と
語
る
竹
澤
は
、
リ
ー
グ
戦
で
春

秋
通
し
て
全
試
合
に
出
場
し
、
す
で
に
法
大
に
欠
か
せ
な
い
選
手

と
な
っ
て
い
る
。
ダ
ブ
ル
ス
で
ペ
ア
を
組
ん
で
い
る
橋
村
羽
奏（
経

１
）
と
の
息
の
あ
っ
た
連
携
で
、
点
差
が
開
い
て
も
果
敢
に
攻
め

続
け
る
強
気
の
プ
レ
ー
が
印
象
的
だ
。
明
る
く
元
気
に
、
を
意
識

し
て
い
る
と
い
う
竹
澤
が
、
得
点
が
決
ま
っ
た
時
に
感
情
を
爆
発

さ
せ
る
姿
は
、
良
い
流
れ
を
引
き
寄
せ
る
力
を
持
っ
て
い
る
。

６
月
に
行
わ
れ
た
関
東
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
で
は
、

シ
ン
グ
ル
ス
決
勝
で
同
じ
く
法
大
の
エ
ー
ス
・
内
田
美
羽
（
営
４
）

と
の
一
騎
打
ち
に
敗
れ
、
準
優
勝
で
終
え
た
。
惜
し
く
も
下
剋
上

と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
シ
ン
グ
ル
ス
で
も
十
分
に
戦
え
る
こ
と

を
顕
示
し
た
。
成
長
を
続
け
る
法
大
の
ニ
ュ
ー
ヒ
ロ
イ
ン
か
ら
目

が
離
せ
な
い
。�

（
石
橋
知
花
）

竹澤 みなみ
（国際文化学部）

出身高校／西武台千葉高校
主な成績／令和５年度全国高
等学校総合体育大会バドミント
ン競技大会　シングルス5位、
ダブルス5位

バドミントン ス
ー
パ
ー
ル
ー
キ
ー
・
坂
本
翔
の
勢
い
が
止
ま
ら
な
い
。
入
学

直
後
の
５
月
に
行
わ
れ
た
百
射
会
で
は
強
豪
校
の
選
手
を
退
け
２

位
タ
イ
を
獲
得
。
１
０
０
射
96
中
と
、
高
校
時
代
と
の
流
派
の
違

い
に
早
く
も
適
応
し
た
。
夏
、
秋
も
団
体
戦
で
チ
ー
ム
を
け
ん
引
。

12
大
会
ぶ
り
の
男
子
団
体
日
本
イ
ン
カ
レ
優
勝
、
リ
ー
グ
３
連

覇
に
貢
献
し
た
。
ス
ト
ロ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
は
安
定
感
。
ず
っ
し
り

構
え
た
胴
造
り
か
ら
放
た
れ
る
矢
は
失
中
を
想
像
さ
せ
な
い
。
高

校
２
年
次
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
、
３
年
次
に
は
関
東
大
会
個
人

制
覇
、
国
体
全
国
制
覇
と
年
次
を
跨
ぎ
活
躍
し
続
け
た
。
現
在
、

都
内
の
大
学
１
年
生
世
代
は
全
国
か
ら
有
力
選
手
が
集
ま
っ
て
お

り
レ
ベ
ル
が
高
い
。
坂
本
は
そ
の
頂
点
に
な
り
得
る
逸
材
だ
。

�

（
嘉
藤
大
太
）

坂本 翔
（人間環境学部）

出身高校／足利大学附属高校
(栃木県)
主な成績／国体少年男子の部 近的
競技(団体戦)優勝。関東高等学校弓道
個人選手権選抜大会 優勝。個人、団
体ともにインターハイ出場(2年次)

弓道

小
学
校
５
年
生
か
ら
重
量
挙
げ
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
吉
村

は
、
高
校
２
年
次
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
優
勝
と
圧
倒
的
な
力
で
法
大

の
門
を
叩
い
た
。
大
学
入
学
後
は
、「
記
録
を
伸
ば
し
た
い
」
の
一

心
で
８
キ
ロ
の
増
量
に
成
功
す
る
と
、81
キ
ロ
級
を
主
戦
場
と
す
る
。

大
学
入
学
後
、
最
初
の
大
会
で
あ
る
全
日
本
学
生
ウ
エ
イ
ト
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
個
人
選
手
権
大
会
で
は
ト
ー
タ
ル
２
位
と
結
果
を
残

し
、夏
季
の
団
体
戦
メ
ン
バ
ー
に
名
乗
り
を
あ
げ
た
。
特
に
ク
リ
ー

ン
＆
ジ
ャ
ー
ク
で
は
１
位
と
、
十
分
戦
え
る
こ
と
を
証
明
し
て

い
る
。
10
月
の
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
ス
ナ
ッ
チ
は
成
功
す
る

も
、
ヘ
ル
ニ
ア
と
急
性
腰
痛
症
の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
で
ク
リ
ー
ン
＆

ジ
ャ
ー
ク
で
棄
権
と
不
完
全
燃
焼
に
終
わ
っ
た
。「
人
生
で
初
め
て

記
録
ゼ
ロ
に
終
わ
っ
た
」
と
、
こ
の
悔
し
さ
は
法
大
で
し
か
晴
ら

せ
な
い
。
12
月
に
行
わ
れ
る
イ
ン
カ
レ
で
の
『
完
全
復
活
』
に
期

待
が
か
か
る
。�

（
大
草
拓
馬
）

吉村 悠希
（経営学部）

出身高校／岐阜県立土岐商業高校
主な成績／「令和４（２０２２）年
度・全国高等学校総合体育大会」

（インターハイ）のウエイトリフ
ティング男子７３キロ級で優勝。

重量挙げ

名
門
・
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
育
成
組
織
で
育
っ
た
『
勝
ち
の
価
値
』

を
知
る
男
、
そ
の
名
は
小
倉
幸
成
。
精
度
の
高
い
長
短
の
キ
ッ
ク
を
自

由
自
在
に
操
る
ボ
ラ
ン
チ
は
、
法
大
に
入
学
直
前
の
３
月
に
自
身
初

と
な
る
世
代
別
日
本
代
表
メ
ン
バ
ー
入
り
を
果
た
す
と
、
４
月
に
開

幕
し
た
リ
ー
グ
戦
で
は
１
年
生
で
最
初
に
ス
タ
メ
ン
出
場
を
果
た
す
。

そ
の
後
も
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
法
大
で
の
出
場
と
、
世
代
別
日
本
代

表
の
選
出
を
繰
り
返
し
、
今
や
両
方
で
欠
か
せ
な
い
存
在
に
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
で
も
日
本
代
表
選
出
時
に
は
「
選
ば
れ
る
と
い
う
の
は

当
た
り
前
で
は
な
い
」「
選
ば
れ
た
こ
と
に
対
し
て
責
任
と
自
覚
を

持
た
な
い
と
い
け
な
い
」
と
、定
位
置
確
保
へ
の
慢
心
は
一
切
な
い
。

将
来
の
目
標
は
「
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
へ
の
入
団
」
と
答
え
る
19
歳
。

謙
虚
に
サ
ッ
カ
ー
に
向
き
合
い
、
法
大
で
勝
ち
続
け
る
こ
と
で
、『
常

勝
軍
団
』
へ
の
帰
還
を
誓
う
。�

（
大
草
拓
馬
）

小倉 幸成
（経済学部）

出身高校／鹿島学園高等学校
主な成績／鹿島アントラーズの
育成組織でキャプテンを務めて
いた。

サッカー 名
門
・
広
陵
高
で
２
度
の
甲
子
園
出
場
と
実
績
十
分
の
左
腕
・

倉
重
聡
は
、
威
力
満
点
の
ス
ト
レ
ー
ト
に
加
え
、
入
学
後
に
成
長

し
た
と
語
る
変
化
球
の
制
球
力
を
武
器
に
今
夏
の
急
上
昇
株
に
。

今
秋
は
計
９
回
を
投
げ
防
御
率
０
・
00
（
第
５
週
終
了
時
点
）

と
安
定
感
抜
群
の
投
球
を
披
露
。
立
大
２
回
戦
で
は
、「
気
楽
に
行
っ

て
こ
い
」
と
先
輩
か
ら
の
後
押
し
を
受
け
３
回
無
失
点
で
堂
々
の

リ
ー
グ
戦
デ
ビ
ュ
ー
。
同
４
回
戦
で
は
同
点
と
緊
迫
し
た
延
長
12

回
か
ら
マ
ウ
ン
ド
に
上
が
り
、
２
回
を
無
失
点
で
流
れ
を
引
き
寄

せ
勝
ち
点
獲
得
に
貢
献
し
た
。
２
０
１
８
年
の
三
浦
銀
二
氏
（
令

和
４
年
卒
）
以
来
、
６
年
ぶ
り
と
な
る
１
年
生
で
の
リ
ー
グ
戦
初

勝
利
を
記
録
し
た
。
同
じ
く
１
年
秋
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
篠
木
健
太
郎

と
同
様
、
絶
対
的
エ
ー
ス
へ
の
階
段
を
駆
け
上
が
る
。（
矢
吹
大
輔
）

倉重 聡
（経営学部）

出身高校／広陵高校（広島県）
主な成績／明治天皇御生誕百七十
年記念第五十三回 明治神宮野球大
会 準優勝、第95回記念選抜高等学
校野球大会 4強、第105回全国高等
学校野球選手権記念大会 3回戦惜敗

硬式野球

今
季
法
大
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
に
加
わ
っ
た
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
・
宮
本

樹
音
。
高
校
時
代
に
は
名
門
・
佼
成
学
園
の
Ｒ
Ｂ
（
ラ
ン
ニ
ン
グ

バ
ッ
ク
）
と
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
ボ
ウ
ル
に
も
出
場
。
２
年
次
に
は

ク
リ
ス
マ
ス
ボ
ウ
ル
制
覇
に
貢
献
し
、
３
年
次
に
は
第
54
回
全
国

高
校
選
手
権
大
会
関
東
地
区
決
勝
に
て
、
最
優
秀
バ
ッ
ク
ス
賞
も

受
賞
す
る
な
ど
、
輝
か
し
い
３
年
間
を
過
ご
し
た
。
し
か
し
大
学

に
入
っ
て
「
体
の
大
き
さ
や
プ
レ
ー
ス
ピ
ー
ド
」
に
当
初
は
壁
を

感
じ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
で
も
夏
合
宿
で
手
ご
た
え
を
感
じ
る
と
、

桜
美
林
大
学
と
の
秋
季
リ
ー
グ
開
幕
戦
で
デ
ビ
ュ
ー
。
臆
す
る
こ

と
な
く
自
分
の
プ
レ
ー
を
発
揮
し
、
チ
ー
ム
の
勝
利
に
責
献
し
た
。

今
後
に
向
け
て
「
ビ
ッ
グ
ゲ
イ
ン
と
Ｔ
Ｄ
（
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
）

が
で
き
る
よ
う
に
」
と
語
っ
た
宮
本
が
、
ど
の
よ
う
な
４
年
間
を

歩
む
の
か
。
今
か
ら
期
待
が
膨
ら
む
ば
か
り
だ
。�

（
白
戸
大
貴
）

宮本 樹音
（文学部）

出身高校／佼成学園（東京都）
主な成績／高校2年時にクリス
マスボウル制覇。3年次には第
54回全国高校選手権大会関東
地区決勝にて最優秀バックス賞
も受賞

アメフト

今
シ
ー
ズ
ン
の
大
学
長
距
離

界
の
勢
力
は
、
箱
根
王
者
の
青

学
大
、
一
昨
年
の
学
生
駅
伝
三

冠
の
駒
大
、
出
雲
・
全
日
本
を

制
し
学
生
駅
伝
三
冠
に
王
手
を

か
け
た
国
学
院
大
の
「
三
強
」

が
飛
び
ぬ
け
て
い
る
。
そ
れ
以

下
は
実
力
が
拮
抗
し
て
お
り
、

ど
の
大
学
が
上
位
に
な
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
状
況
だ
。
法
大

も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、「
坪
田

体
制
史
上
最
強
へ
の
挑
戦
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
総
合
５

位
以
内
を
目
指
す
。

目
標
を
達
成
す
る
鍵
と
な
る

３
人
の
有
力
選
手
を
紹
介
す

る
。
１
人
目
は
武
田
和
馬
（
社

４
）
だ
。
今
年
の
箱
根
駅
伝
６

区
区
間
賞
の
男
で
あ
る
。
今

シ
ー
ズ
ン
は
苦
手
と
し
て
い
た

ト
ラ
ッ
ク
種
目
に
積
極
的
に
出

場
し
、
ス
ピ
ー
ド
に
磨
き
が
か

か
っ
た
。
３
年
連
続
で
６
区
を

出
走
し
て
い
る
が
、
平
地
の
起

用
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
た
め
、

そ
の
起
用
に
も
注
目
が
集
ま
る
。

２
人
目
は
野
田
晶
斗
（
社
２
）

で
、
次
世
代
エ
ー
ス
候
補
の
一

24年　出雲駅伝のスタートの模様
人
だ
。
前
回
の
箱
根
で
は
チ
ー

ム
で
唯
一
の
１
年
生
で
出
走
を

果
た
し
た
。
さ
ら
な
る
飛
躍
を

誓
っ
た
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
他
大

学
の
有
力
選
手
と
対
決
す
る
機

会
が
増
え
、
強
い
選
手
へ
と
成

長
す
る
た
め
の
一
歩
を
踏
み
出

し
た
。
今
年
の
出
雲
駅
伝
で
は

２
区
８
位
と
好
結
果
を
残
し
た
。

最
後
の
３
人
目
は
、
今
シ
ー

ズ
ン
、
大
ブ
レ
イ
ク
の
注
目
選

手
、
大
島
史
也
（
社
３
）
で
あ

る
。
９
月
に
５
０
０
０
㍍
で
13

分
35
秒
33
と
11
年
ぶ
り
に
法

大
記
録
を
更
新
し
、
11
月
の

１
０
０
０
０
㍍
で
28
分
10
秒
01

を
出
し
、
24
年
ぶ
り
に
法
大
記

録
を
塗
り
替
え
た
。
２
種
目
で

法
大
記
録
保
持
者
と
な
っ
た
。

前
回
の
箱
根
で
は
当
日
区
間
エ

ン
ト
リ
ー
変
更
で
出
走
が
叶
わ

ず
悔
し
い
思
い
を
し
た
。
２
年

分
の
思
い
を
背
負
い
、
チ
ー
ム

に
勢
い
を
与
え
る
走
り
に
期

待
だ
。

他
に
も
駅
伝
の
実
績
が
豊
富

な
主
将
・
小
泉
樹
（
現
４
）
や

宮
岡
幸
大
（
ス
ポ
４
）、
昨
年

た
す
き
を
繋
い
だ
矢
原

倖
瑛
（
経
３
）、
清
水

郁
杜
（
社
３
）
の
３
年

生
コ
ン
ビ
な
ど
タ
レ
ン

ト
揃
い
だ
。

昨
年
、
あ
と
一
歩
届

か
な
か
っ
た
総
合
５
位

以
内
へ
、
オ
レ
ン
ジ
・

エ
ク
ス
プ
レ
ス
い
ざ
出

発
進
行
！

�

（
経
済
学
部
２
年

�

松
下
天
）

25
年
箱
根
駅
伝 

展
望

群
雄
割
拠
の
中
、

５
位
奪
取
の
た
め
総
力
を
結
集

次
頁
下
段
に
続
く
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金
子
征
史
名
誉
教
授
が

２
０
２
４
年
２
月
15
日
に
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
、
こ

こ
数
年
闘
病
の
生
活
と
な
り
、

昨
年
末
に
は
い
っ
た
ん
は
自
宅

周
辺
を
散
歩
さ
れ
る
な
ど
元
気

を
取
り
戻
さ
れ
た
そ
う
で
す

が
、
年
明
け
に
病
状
が
急
変
さ

れ
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
享
年

79
歳
で
し
た
。

先
生
は
１
９
４
４
年
に
東
京

で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
１
９
６
３

年
に
本
学
法
学
部
に
入
学
、
以

「
金
子
征
史
先
生
を
し
の
ぶ
会
」を

「
金
子
征
史
先
生
を
し
の
ぶ
会
」を

開
催
し
ま
し
た

開
催
し
ま
し
た

賢
哲
逝
く

賢
哲
逝
く

清
成
忠
男
先
生
を
悼
む

清
成
忠
男
先
生
を
悼
む

降
、
博
士
後
期
課
程
ま
で
本

学
で
学
ば
れ
ま
し
た
。
立
正

大
学
専
任
講
師
を
経
た
後
、

１
９
７
６
年
に
本
学
法
学
部
助

教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
、
以
降
、

本
学
で
教
育
研
究
活
動
に
勤
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
に

は
、
法
学
部
長
や
常
務
理
事
と

し
て
学
部
や
大
学
運
営
の
重

責
を
担
わ
れ
る
と
と
も
に
、
ス

ケ
ー
ト
部
、柔
道
部
、ラ
グ
ビ
ー

部
の
部
長
、
法
律
相
談
部
や
ア

カ
デ
ミ
ー
合
唱
団
の
顧
問
や
部

長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
学
生

の
課
外
活
動
面
に
お
い
て
も
長

年
ご
貢
献
さ
れ
、
多
く
の
学
生

に
慕
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
学
部

で
は
労
働
法
関
係
の
講
義
は
勿

1933年東京都生まれ
1956年3月東京大学経済学部を卒業
1972年～1996年法政大学経営学部教授（1986年～1988
年は学部長兼務）
1996年～2005年法政大学総長
1997年日本ベンチャー学会設立、初代会長
2005年～法政大学名誉教授・学事顧問
2006年～（財）沖縄協会会長、フランス政府よりフランス教育功
労賞コマンドゥールを授与
2010年瑞宝大綬章受章
2012年事業構想大学院大学特別顧問
2014年～2016年事業構想大学院大学学長
その他、内閣府沖縄振興開発審議会会長、日本私立大学連盟
副会長、大学基準協会会長などを歴任。一般社団法人国家ビ
ジョン研究会理事兼産業革新分科会会長で現在に至る。

首都大学経営審議会学外委員、特定非営利活動法人三鷹ネッ
トワーク推進機構理事長、元学校法人活性化・再生研究会会長

（私立学校振興・共済事業団）、日本ベンチャー学会特別顧問、
元（社）日本私立大学連盟副会長、元（財）大学基準協会会長

『経済活力の源泉』（東洋経済新報社）、『グローバル時代の地
域づくり』（ぎょうせい）、『21世紀の私立大学像』（法政大学出
版局）、『大淘汰時代の大学自立・活性化戦略』（東洋経済新報
社）、『現代日本の大学革新』（法政大学出版局）

清成　忠男先生
法政大学学事顧問
法政大学名誉教授

清
成
忠
男
先
生
が
旅
立
た
れ

た
。
１
９
７
２
年
に
法
政
大
学

経
営
学
部
へ
迎
え
ら
れ
て
以

来
、
今
日
に
至
る
ま
で
学
内
外

に
お
い
て
歴
任
さ
れ
た
要
職
は

枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
そ
れ

ら
輝
か
し
い
実
績
の
一
つ
一
つ

の
紹
介
は
、
在
任
さ
れ
た
各
界

の
適
任
者
に
委
ね
る
こ
と
が
相

応
し
い
で
あ
ろ
う
。

先
生
と
小
職
と
の
出
会
い
は
、

だ
い
ぶ
前
の
話
で
あ
る
が
学
部

の
授
業
に
遡
る
。
科
目
名
は
定

か
で
は
な
い
が
、
わ
が
国
の
産

業
・
経
済
を
俯
瞰
す
る
総
論
の

よ
う
な
授
業
で
、
大
教
室
に
そ

ろ
り
と
登
場
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど

何
の
資
料
に
も
頼
ら
ず
滔
々
と

論
じ
ら
れ
て
い
た
姿
が
脳
裏
に

浮
か
ん
で
く
る
。
今
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
ス
ラ
イ
ド
を
何
枚
も

準
備
し
、
そ
れ
を
読
み
上
げ
る

小
職
と
は
、
風
格
も
知
識
の
土

台
も
全
く
異
な
る
の
で
あ
る
。

縁
あ
っ
て
、
経
営
学
部
教
授

会
の
末
席
を
汚
す
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
は
、
先
生
が
如
何
に
し

て
組
織
を
ま
と
め
上
げ
ら
れ
る

か
を
傍
ら
で
学
ぶ
機
会
を
得
ら

れ
た
こ
と
は
幸
運
で
あ
っ
た
。

１
９
９
６
年
、
総
長
に
就
任
さ

れ
て
か
ら
も
、
喧
騒
に
包
ま
れ

る
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
生
部
長
を

務
め
る
小
職
を
い
つ
も
冷
静
沈

着
に
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

ま
た
、
あ
る
折
に
は
、
米
国
か

ら
の
客
員
教
授
を
引
き
合
わ
せ

る
た
め
に
大
内
山
を
望
む
旧

総
長
室
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
紹
介
し
た
張
本
人
で
あ
る

の
で
小
職
も
同
席
し
た
が
、
通

訳
な
ど
全
く
の
無
用
で
お
互
い

が
闊
達
に
話
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
思
い
出
し
て
い
る
。
帰
り
ぎ

わ
に
総
長
室
の
職
員
よ
り
、
過

日
ド
イ
ツ
か
ら
の
客
人
に
た
い

し
て
も
ご
自
身
で
対
応
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
聞
き
、
先
生
の
卓

越
し
た
対
話
力
と
国
際
感
覚
に

た
だ
た
だ
脱
帽
す
る
ば
か
り
で

あ
っ
た
。

さ
て
、
清
成
先
生
が
学
者
と

し
て
世
に
知
ら
れ
る
背
景
は
、

や
は
り
「
二
重
構
造
」
と
「
ベ

ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
」
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
ら
の
概
念
、
哲
学
に

つ
い
て
は
、
そ
の
道
の
学
者
、

研
究
者
が
敷
衍
し
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
大
学
改
革
の
唱
道
者

と
し
て
の
先
生
に
つ
い
て
触
れ

て
み
た
い
。
大
学
と
は
や
や
も

す
る
と
旧
弊
に
囚
わ
れ
が
ち
な

組
織
と
見
な
さ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
先
生
は
い
ち
は
や
く
、

「
21
世
紀
は
、
市
場
セ
ク
タ
ー
、

政
府
セ
ク
タ
ー
、
非
営
利
セ

ク
タ
ー
か
ら
成
る
混
合
経
済
の

時
代
」
が
来
る
こ
と
を
見
抜

き
、
知
的
創
造
活
動
の
拠
点
と

な
る
べ
き
大
学
は
こ
れ
ら
各
セ

ク
タ
ー
と
協
力
し
合
い
な
が
ら

社
会
の
問
題
解
決
に
当
た
る
重

要
性
を
主
張
さ
れ
て
い
る
。
問

題
解
決
を
志
向
す
る
主
体
は
、

広
い
視
野
と
複
合
的
視
点
に
立

つ
べ
き
で
、
従
来
の
文
系
、
理

系
の
枠
に
囚
わ
れ
る
こ
と
の
な

い
「
文
理
融
合
」
を
訴
え
、
そ

の
た
め
に
も
大
学
だ
け
に
偏
ら

な
い
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
機
関
と

幅
広
く
協
働
し
「
開
か
れ
た
存

在
」
に
な
る
べ
く
構
造
転
換
を

図
る
こ
と
こ
そ
が
至
上
命
題
で

あ
る
と
力
説
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
学
生
達
に
は
、

専
門
能
力
、
幅
広
い
教
養
、
的

確
な
勤
労
観
を
身
に
つ
け
、
自

分
で
考
え
、
判
断
し
、
主
体
的

に
自
ら
の
運
命
を
切
り
拓
い
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
説
か
れ

て
い
た
。

清
成
先
生
の
ご
指
摘
は
慧
眼

で
あ
り
、
21
世
紀
も
は
や
四
半

世
紀
が
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い

る
今
で
も
何
ら
色
褪
せ
る
こ
と

は
な
い
。
人
の
永
逝
は
宿
命
と

は
い
え
、
法
政
大
学
に
と
っ
て

は
か
え
す
が
え
す
も
惜
し
い
人

を
亡
く
し
て
し
ま
っ
た
。
先
生

が
法
政
大
学
に
遺
さ
れ
た
21
世

紀
へ
の
遠
大
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
心

よ
り
敬
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を

祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

（
経
営
学
部
教
授　

福
多
裕
志
）

論
、
38
年
に
わ
た
り
ゼ
ミ
を
担

当
、
６
０
０
人
余
の
ゼ
ミ
生
を

指
導
さ
れ
、
各
界
に
人
材
を
輩

出
さ
れ
て
き
ま
し
た
、
年
末
に

は
毎
年
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
を
開
催

し
、
全
国
か
ら
多
く
の
卒
業
生

が
集
ま
り
、
先
生
を
囲
ん
で
学

生
時
代
の
話
、
仕
事
の
話
で
盛

り
上
が
り
、
時
に
は
愚
痴
も
あ

り
な
が
ら
も
、
先
生
は
い
つ
も

笑
顔
で
話
を
聞
い
て
い
ら
し
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

６
月
22
日
（
土
）
に
薩
埵

ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
金
子
征
史

先
生
を
し
の
ぶ
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
会
に
は
、
研
究
活
動

の
ご
友
人
、
か
つ
て
の
ご
同
僚

を
は
じ
め
、
学
内
で
先
生
を

慕
っ
て
い
た
教
職
員
、
ゼ
ミ
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
な
ど
２
０
０
人
を
超

え
る
方
々
が
参
列
さ
れ
、
多
く

の
方
々
か
ら
先
生
の
思
い
出
を

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誰

に
も
優
し
く
、
そ
し
て
丁
寧
に

寄
り
添
わ
れ
て
い
た
お
人
柄
が

あ
っ
て
の
も
の
と
思
い
ま
す
。

今
で
も
、「
お
ー
い
近
藤
」
と

声
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
な
気
が

し
て
な
り
ま
せ
ん
。
多
く
の

方
々
も
、
同
じ
思
い
か
と
思
い

ま
す
。
そ
ん
な
先
生
が
い
ら
っ

し
ゃ
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
が
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
。
謹
ん
で
お

悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

（
常
勤
監
事
・
金
子
ゼ
ミ

６
期
生　

近
藤
清
之
）

経
　
歴

公
　
職

著 

書

こ
の
春
新
し
く
法
大
メ
ン
バ
ー
に
加
入
し
た
二
階
堂
恭

世
は
、
１
年
生
な
が
ら
春
季
、
秋
季
リ
ー
グ
で
早
く
も
ゴ
ー

ル
キ
ー
パ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
姿
を
見
せ
た
。
長
身
を
活

か
し
た
キ
ー
ピ
ン
グ
技
術
と
謙
虚
で
明
る
い
性
格
で
早
く

も
チ
ー
ム
に
馴
染
ん
で
い
る
二
階
堂
だ
が
、
コ
ー
ト
上
で

は
圧
巻
の
セ
ー
ブ
で
法
大
の
ゴ
ー
ル
を
守
る
最
後
の
砦
の

よ
う
な
存
在
だ
。
秋
リ
ー
グ
で
は
観
客
も
驚
く
連
続
セ
ー

ブ
を
見
せ
、
流
れ
を
変
え
る
な
ど
起
爆
剤
の
よ
う
な
役
割

を
果
た
す
姿
も
見
せ
た
。

ま
だ
ま
だ
荒
削
り
な
所
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
１
年
生

ら
し
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
プ
レ
ー
や
早
い
う
ち
か
ら
の
リ
ー

グ
出
場
な
ど
、
着
実
に
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
上
げ
て
い
る
。

大
学
で
も
ハ
ン
ド
が
で
き
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
感
謝
を

自
身
の
ポ
リ
シ
ー
に
活
躍
す
る
彼
は
、
今
後
の
さ
ら
な
る

成
長
が
楽
し
み
な
選
手
の
１
人
だ
。�

（
真
中
咲
輝
）

二階堂 恭世
（経済学部）

出身高校／法政大学第二高等学校
主な成績／高校３年時に日韓中
ジュニア交流大会のU18日本
代表選手に選出される。

ハンドボール

水
泳
部
の
中
か
ら
注
目
す
べ
き
１
年
生
を
一
人
挙
げ
る
と
す
る
な
ら
ば
仲

光
陸
遥
の
名
を
挙
げ
た
い
。
九
州
学
院
高
校
時
代
か
ら
全
国
に
名
を
は
せ
る

活
躍
を
見
せ
、
高
校
３
年
次
に
は
日
本
選
手
権
の
１
５
０
０
ｍ
自
由
形
で
５

位
入
賞
を
果
た
し
、
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
の
代
表
に
も
選
出
さ
れ
た
。

大
学
入
学
後
に
は
六
大
学
対
抗
戦
な
ど
で
経
験
を
積
み
着
実
に
成
長

を
遂
げ
た
。
８
月
に
行
わ
れ
た
関
東
イ
ン
カ
レ
で
は
、
１
５
０
０
ｍ
自

由
形
で
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
し
、
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
さ
ら
に
イ

ン
カ
レ
と
同
時
期
に
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
の
代
表
に
再
び
選
出
さ

れ
、
Ｏ
Ｗ
Ｓ
（
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
）
の
10 

km
の
部
に

出
場
。
Ｏ
Ｗ
Ｓ
は
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
と
い
う
が
25
位
に
入
る
活
躍

を
見
せ
た
。
ま
た
、
先
日
行
わ
れ
た
ば
か
り
の
日
本
選
手
権
の
同
じ
く

Ｏ
Ｗ
Ｓ
部
門
で
は
４
位
に
入
賞
。
こ
の
結
果
か
ら
も
確
実
に
実
力
を
つ

け
て
き
て
い
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
メ
ダ
ル
に
一
歩
及
ば

な
か
っ
た
悔
し
さ
を
糧
に
さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ
る
こ
と
に
間
違
い
な

い
だ
ろ
う
。�

（
齋
藤
凌
）

仲光 陸遥
（経済学部）

出身高校／九州学院高校（熊本県）
主な成績／第100回日本選手
権4位入賞（OWS 10km）

水泳

自主マスコミ講座の有志団体「エールお届け隊」は、自主マスコミ講座生を対象に
「東京六大学野球全力応援ツアー」を企画しました。

エールお届け隊は21年春、講座所属の１年生（現４年生）が設立し、学生目線で法
政の魅力を全国の受験生に伝える動画を投稿しています。

今回の野球応援ツアーの企画には原動力があります。１年次に参加した学生セン
ター主催の課外教養プログラム「甲子園ボウル応援ツアー」。当時、アメフト初観戦
で、選手たちの華麗なステップやおとり作戦はもちろん、スタンドでは、学生も卒業生も
大声で校歌を斉唱する一体感に圧倒されました。あの感動を、法政スポーツの魅力を、
一人でも多くの学生に体感してもらおうと企画が始動しました。

10月13日、対東大２回戦の明治神宮野球場に32名の講座生が集いました。この
ツアーはコロナ禍前の自主マスコミ講座で毎年行われた伝統行事で、５年越し、念願
の復活です。鮮やかなオレンジとブルーの応援旗が翻る中、リーダー部・吹奏楽部の力
強い演奏と掛け声で、絶え間ないエネルギーが送られます。参加者の多くは初観戦で、
序盤は掛け声に精一杯でしたが、選手とスタンドの迫力で自ずと試合にのめり込むと、
応援の声も段 と々大きくなり、熱い気持ちがぶつかり合うこの空間の虜になりました。

試合終了後、「ホームラン、かっこよかったなぁ」「８回のあのシーンは惜しかったね」
「『チャンス法政』最高」など、法政スポーツの魅力を満喫した声が聞こえ、法政スポー
ツに熱狂する楽しさ、応援で団結する歓びに気付く学生を増やせたと感じています。

エールお届け隊は今後も学内・学外へ、法政大学の魅力を「お届け」します。私たち
４年生は今年度で卒業ですが、今後は卒業生として、法政スポーツを応援し続けます。
Ｈ・Ｏ・Ｓ・Ｅ・Ｉ　法政！� （斎藤一太、田牧詩乃）

自主マス恒例の六大学野球応援

エールお届け隊
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公
開
講
演
と
し
て
は
、
こ

の
他
、
基
調
講
演
と
し
て
廣

瀬
克
哉
法
政
大
学
総
長
、
菅

義
偉
元
内
閣
総
理
大
臣
の
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
小
早
川

毅
彦
プ
ロ
野
球
解
説
者
の
講

演
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

公
開
講
演
、
式
典
を
終
え

て
、
会
場
は
秋
田
キ
ャ
ッ

ス
ル
ホ
テ
ル
に
移
動
し
て
、

懇
親
会
が
行
わ
れ
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
・
演
舞
を
一
同
大
い

に
楽
し
み
ま
し
た
。

（
文
・
構
成　

桑
原
政
昭

撮
影　

大
桃
信
義
）

菅
元
総
理
は
言
う
に
及
ば
ず

政
財
界
、文
化
ス
ポ
ー
ツ
界
に

「
秋
田
出
身
の
校
友
と
言
え

ば
、
元
総
理
の
菅
義
偉
さ
ん
は

言
う
に
及
ば
ず
で
す
が
、（
株
）

東
光
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
い

う
連
結
ベ
ー
ス
で
１
０
０
億

円
の
企
業
を
率
い
た
虻
川
東
雄

さ
ん
。
秋
田
県
議
会
議
長
の
北

第
30
回
法
政
大
学
全
国
卒
業

生
の
集
い　

秋
田
大
会
よ
り

第
30
回
法
政
大
学
全
国
卒

業
生
の
集
い
の「
公
開
講
演
」

と
「
式
典
」
が
、
10
月
26
日

に
秋
田
市
内
の
あ
き
た
芸
術

劇
場
ミ
ル
ハ
ス
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
こ
で
は
そ
の
中
の
「
校

友
ゲ
ス
ト
講
演
」
で
ご
講
演

さ
れ
た
映
画
監
督
の
成
田
洋

一
さ
ん
の
「
秋
田
、
そ
し
て

法
政
大
学
」
を
主
に
、
秋
田

大
会
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ち
な
み
に
成
田
さ
ん
は
、

１
９
８
４
年
文
学
部
卒
。
秋

田
市
の
出
身
で
、
第
47
回
日

本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
優
秀
監
督

ゲ
ス
ト
講
演「
秋
田
、そ
し
て
法
政
大
学
」

目
を
見
張
る
活
躍
を
す
る
秋
田
県
出
身
の
校
友

映画監督成田洋一さん

林
丈
正
さ
ん
。
箱
根

駅
伝
で
、
当
時
、
学

生
最
強
と
言
わ
れ
た

早
稲
田
の
瀬
古
利
彦

選
手
に
勝
っ
た
成
田

道
彦
さ
ん
。
Ｔ
Ｄ
Ｋ

で
都
市
対
抗
の
硬
式

野
球
部
監
督
に
な
り
優
勝
し
た

船
木
千
代
美
さ
ん
。
若
い
人
で

言
え
ば
フ
ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
木
村
拓
也
さ
ん
な
ど
、

秋
田
県
出
身
の
法
政
大
学
卒
業

生
は
、
県
内
外
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
秋
田
県
大
会
で

は
、
そ
の
中
か
ら
日
本
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
優
秀
監
督
賞
を
受
賞
し

た
秋
田
市
出
身
の
成
田
洋
一
さ

ん
に
『
ゲ
ス
ト
講
演
』
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

ち
な
み
に
こ
の
秋
田
大
会
の

総
合
司
会
の
賀
内
隆
弘
さ
ん
と

幸
坂
理
加
さ
ん
は
。
当
然
、
法

政
の
卒
業
生
で
、
地
元
テ
レ
ビ

局
で
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て

先
輩
後
輩
の
間
柄
で
し
た
」。

秋
田
県
校
友
会
の
幹
事
長
・

川
上
清
一
さ
ん
は
秋
田
県
出
身

の
校
友
に
つ
い
て
、
こ
う
語
る
。

現
在
の
秋
田
県
校
友
会
の
活

動
は
、
２
０
２
４
年
を
例
に
と

る
と
、「
秋
田
県
校
友
会
・
秋

田
支
部
合
同
定
時
総
会
」、
東

京
六
大
学
の
県
内
出
身
者
が
集

う
「
第
44
回
東
京
六
大
学
『
神

宮
会
』
親
睦
ゴ
ル
フ
＆
交
流

会
」、
そ
れ
に
第
30
回
法
政
大
学

卒
業
生
の
集
い
秋
田
大
会
実
行

委
員
会
会
議
に
合
わ
せ
た
「
サ

マ
ー
交
流
会
」
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
る
。
県
内
在
住
卒
業
生
約

８
０
０
人
中
、
秋
田
県
校
友
会

の
正
会
員
は
現
在
、
約
70
名
。

今
年
度
、秋
田
県
か
ら
法
政

に
入
学
し
た
学
生
は
９
人

「
若
い
人
に
入
会
し
て
ほ
し

い
と
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、

勤
め
て
い
る
と
イ
ベ
ン
ト
に
な

か
な
か
参
加
で
き
な
い
よ
う
で

す
。
銀
行
や
市
役
所
な
ど
に
若

い
卒
業
生
が
い
ま
す
が
、
今
年

度
は
、
秋
田
県
か
ら
法
政
に
入

学
し
た
学
生
は
９
人
で
し
た
。

少
子
高
齢
化
に
加
え
て
、
東
京

ま
で
送
り
出
す
経
済
的
な
負
担

が
高
い
こ
と
が
、
要
因
で
し
ょ

う
。
以
前
の
法
政
の
授
業
料

は
早
稲
田
や
明
治
に
比
べ
て
安

か
っ
た
で
す
け
ど
ね
」。

秋
田
県
だ
け
で
な
く
、
全
国

各
地
か
ら
子
ど
も
を
東
京
に
送

り
出
す
に
は
、
経
済
的
な
負
担

が
ま
ず
課
題
に
な
っ
て
く
る
だ

ろ
う
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
総
理
大

臣
か
ら
地
元
政
界
、
実
業
界
、

ス
ポ
ー
ツ
選
手
、
映
画
監
督
、

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
…
…
。

秋
田
の
校
友
の
活
躍
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
る
。

賞
を
映
画
「
あ
の
花
が
咲
く

丘
で
、
君
と
ま
た
出
会
え
た

ら
。」
で
受
賞
し
て
い
ま
す
。

娘
さ
ん
も
法
政
大
学
に

実
は
本
来
は
明
日
ま
で
海

外
に
い
る
予
定
で
し
た
。
で

す
が
、
母
校
で
あ
る
法
政
大

学
全
国
卒
業
生
の
集
い
に
お

話
し
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
、
さ
ら
に
、
そ
れ
が
故
郷

で
あ
る
秋
田
で
行
わ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
、
早
め
に
切
り

上
げ
て
こ
の
会
場
に
来
ま
し

た
（
拍
手
）。

ち
な
み
に
海
外
は
、
仕
事
で

は
な
く
娘
と
の
旅
行
で
し
た
。

娘
は
、
今
年
、
法
政
大
学

の
社
会
学
部
メ
デ
ィ
ア
社
会

学
科
を
卒
業
し
ま
し
た
。

こ
の
講
演
の
参
考
と
し
て
、

娘
に
「
そ
う
い
え
ば
、
な
ぜ

法
政
大
学
の
社
会
学
部
に

入
っ
た
の
」
っ
て
聞
い
た
ら
、

い
ろ
い
ろ
挙
げ
て
ま
し
た

が
、
そ
れ
よ
り
な
る
ほ
ど
と

思
っ
た
の
が
、
入
学
後
の
感

想
で
す
。
総
長
も
先
ほ
ど
お
っ

し
ゃ
っ
て
ま
し
た
が
、
学
部
の

垣
根
が
低
い
の
で
、
他
学
部

の
授
業
も
受
け
や
す
い
、
他

学
部
で
も
学
べ
た
こ
と
が
大

き
か
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
サ
ー
ク
ル
な
ど

の
課
外
活
動
で
自
分
の
興
味

あ
る
こ
と
を
見
つ
け
て
、
そ

れ
を
学
業
と
合
わ
せ
て
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
と
も
言
っ

て
ま
し
た
。
い
い
大
学
だ
な
ぁ

と
思
い
ま
し
た
ね
（
笑
）。

さ
て
娘
の
こ
と
は
こ
の
辺

で
、
私
は
高
校
は
秋
田
工
業

高
等
専
門
学
校
に
進
学
し
ま

し
た
。
な
ぜ
高
専
か
と
い
う

と
、
親
友
が
行
く
と
言
っ
た

か
ら
で
す
。
そ
し
て
合
格
し

ま
し
た
が
、
す
ぐ
向
い
て
い

な
い
の
が
わ
か
り
、
３
年
で

辞
め
ま
し
た
。

こ
の
高
専
時
代
に
、
漠
然

と
映
像
の
仕
事
、
で
き
れ
ば

映
画
監
督
に
な
れ
た
ら
な
と

思
い
始
め
ま
し
た
。
当
時
は

映
画
と
い
え
ば
洋
画
で
、
吹

き
替
え
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

テ
レ
ビ
で
「
ド
ク
ト
ル
・
ジ

バ
ゴ
」
や
「
ア
ラ
ビ
ア
の
ロ

レ
ン
ス
」な
ど
を
見
て
は
、「
世

界
」
を
意
識
し
、
ど
う
に
か

し
て
秋
田
を
出
て
、
世
界
に

出
た
い
な
と
思
っ
て
ま
し
た
。

そ
れ
に
は
、
映
画
監
督
か
ツ

ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
か
な
、

い
ず
れ
に
し
て
も
東
京
の
大

学
に
行
こ
う
、
と
決
め
て
、

一
浪
後
、
い
く
つ
か
の
大
学

に
通
り
ま
し
た
。そ
の
中
で
、

東
京
の
中
心
、
市
ヶ
谷
に
あ

る
法
政
は
、「
東
京
」
的
だ
っ

た
の
で
入
学
を
決
め
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
大
学
生
活
は

映
画
へ
の
志
を
忘
れ
、
遊
ん

で
ま
し
た
ね
ぇ
。
当
時
人
気

だ
っ
た
田
原
俊
彦
さ
ん
の
ト

シ
ち
ゃ
ん
カ
ッ
ト
を
し
、
流

行
り
の
服
を
着
て
、遊
び
回
っ

て
ま
し
た
。

Ｃ
Ｍ
は
６
０
０
本
以
上

当
時
は
糸
井
重
里
さ
ん
や

川
崎
徹
さ
ん
が
一
世
を
風
靡

し
て
い
ま
し
た
。
か
っ
こ
い
い

仕
事
が
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
や

Ｃ
Ｍ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
し
た
。

な
の
で
、
卒
業
に
あ
た
っ

て
は
、
Ｃ
Ｍ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

に
な
り
た
い
と
、
Ｃ
Ｍ
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
受
け
ま

く
り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も

３
０
０
倍
と
い
っ
た
よ
う
な

倍
率
で
全
部
落
ち
ま
し
た
。

卒
業
の
間
近
に
新
聞
に
小

さ
く
乗
っ
て
い
た
制
作
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
（
株
）
イ
メ
ー

ジ
サ
イ
エ
ン
ス
と
い
う
会
社

へ
、
や
っ
と
入
り
ま
し
た
。

今
、
そ
れ
を
考
え
る
と
、

日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
い
た

だ
い
た
こ
と
や
Ｃ
Ｍ
を
た
く

さ
ん
撮
っ
た
こ
と
な
ど
、
信

じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

こ
れ
ま
で
６
０
０
本
以
上

Ｃ
Ｍ
を
撮
り
ま
し
た
。「
世
の

中
に
な
い
も
の
を
つ
く
る
」

と
い
う
こ
と
を
考
え
て
や
っ

て
き
ま
し
た
。誰
し
も
が
作
っ

て
き
た
こ
と
を
や
り
た
く
な

か
っ
た
の
で
す
。

55
歳
ぐ
ら
い
か
ら
Ｃ
Ｍ
の

仕
事
も
落
ち
着
い
て
き
た
の

で
、
元
々
撮
り
た
く
て
た
ま

ら
な
い
映
画
の
こ
と
を
、
考

え
て
い
ま
し
た
。

た
だ
、
ネ
タ
が
な
く
、

ど
う
し
よ
う
か
な
と
思
っ
て

い
た
時
に
、
秋
田
県
井
川
町

で
消
防
士
を
や
っ
て
い
た
伯

父
が
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
見
た
こ
と
が

あ
る
と
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

１
１
９
番
を
消
防
署
で
待
っ

て
い
た
時
に
空
に
緑
の
光
が

現
れ
、
ジ
グ
ザ
グ
に
動
き
田

ん
ぼ
に
消
え
、
さ
ら
に
、
米
の

収
穫
時
だ
っ
た
の
で
翌
朝
田

ん
ぼ
に
様
子
を
見
に
行
っ
た

ら
ミ
ス
テ
リ
ー
サ
ー
ク
ル
が

出
来
て
い
た
そ
う
で
す
。
当

時
の
「
週
刊
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
」

に
特
集
と
し
て
掲
載
さ
れ
た

伯
父
の
写
真
を
見
た
と
き
に
、

こ
れ
は
ネ
タ
に
な
る
な
と
映

画
化
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
井
川
町
は
母
親
の
実

家
が
あ
り
、
子
ど
も
の
こ
ろ

夏
休
み
と
冬
休
み
を
ず
っ
と

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

井
川
町
の
美
し
い
風
景
を
映

像
で
伝
え
ら
れ
た
ら
、
い
い

な
と
い
う
こ
と
も
秋
田
で
撮

ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
で
す
。

映
画
制
作
は
初
め
て
だ
っ

た
の
で
、
ま
ず
井
川
町
の
町

長
に
会
い
ま
し
た
。
町
長
は

若
く
映
画
が
好
き
な
人
で
、

賛
同
し
て
い
た
だ
き
、
作
ろ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
肝
心
の
制
作
費

が
全
く
集
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
秋
田
県
庁
に
行
っ
て

も
「
成
田
さ
ん
、
こ
れ
お
も

し
ぇ
け
ど
ち
ょ
っ
と
ウ
チ
は

だ
め
だ
す
な
あ
」
と
断
ら
れ

ま
し
た
（
笑
い
）。

前
に
も
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
私
は
、
や
る
と
決
め
た

ら
絶
対
や
る
と
い
う
信
念
を

も
っ
て
人
生
を
送
っ
て
き
ま

し
た
。

２
年
ほ
ど
出
口
が
見
え
な

い
状
況
が
続
い
た
あ
る
日
、

ご
縁
で
上
場
し
た
ば
か
り
の

社
長
さ
ん
に
会
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
２
時
間
お
話
し

た
だ
け
で
、
必
要
額
の
７
割

近
い
額
を
出
資
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
に
。
そ
の
後
す
ぐ

に
、
京
都
の
仕
事
で
社
長
さ

ん
に
プ
レ
ゼ
ン
し
た
ら
、
そ

れ
よ
り
映
画
企
画
を
聞
き
た

い
と
言
わ
れ
、
舞
妓
さ
ん
と

同
席
す
る
よ
う
な
一
見
さ
ん

お
断
り
の
店
に
連
れ
て
行
っ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
場
で
相

当
ま
と
ま
っ
た
額
の
協
賛
金

を
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
町
長
の
お

か
げ
で
井
川
町
か
ら
も
町
の

規
模
か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い

ま
と
ま
っ
た
協
賛
金
を
得
ら

れ
た
ほ
か
、
秋
田
商
工
会
議

所
さ
ん
か
ら
も
多
大
な
協
力

を
得
ら
れ
製
作
費
が
用
意
で

き
ま
し
た
。

あ
き
ら
め
ず
に
絶
対
、
映

画
を
作
る
ん
だ
と
い
う
気
持

ち
が
ど
こ
か
で
出
資
者
の
気

持
ち
に
引
っ
か
か
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
か
な
わ
な
い

夢
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、で
き
る
と
常
に
思
っ

て
い
た
ら
伝
わ
り
ま
す
。

こ
う
し
て
５
年
越
し
で「
光

を
追
い
か
け
て
」
と
い
う
映

画
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
映

画
に
は
存
分
に
自
分
の
想
い

を
託
し
ま
し
た
。

観
客
動
員
数
３
５
０
万
人

日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
優
秀

監
督
賞
を
い
た
だ
い
た
「
あ

の
花
が
咲
く
丘
で
、
君
と
ま

た
出
会
え
た
ら
。」
は
、
松
竹

さ
ん
か
ら
、
お
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
光
を
追

い
か
け
て
」
の
ク
オ
リ
テ
ィ

と
Ｃ
Ｍ
で
の
実
績
を
見
て
と

の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
映
画
は
思
っ
た
以
上

に
ヒ
ッ
ト
を
し
、
驚
い
て
い
ま

す
。
観
客
動
員
数
３
５
０
万

人
に
の
ぼ
り
、
興
行
収
入

45
億
は
松
竹
の
企
画
作
品
と

し
て
ト
ッ
プ
記
録
を
塗
り
替

え
ま
し
た
。

松
竹
さ
ん
と
初
め
て
お
話

し
し
た
と
き
に
、
若
者
が
デ
ー

ト
で
行
く
恋
愛
映
画
に
し
た

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、

特
攻
隊
が
テ
ー
マ
の
映
画
を

安
易
に
恋
愛
映
画
に
す
る
の

に
抵
抗
が
あ
り
、
一
度
は
お

断
り
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

で
も
、
原
作
を
読
ん
だ
と
き

に
、
作
者
の
戦
争
へ
の
強
い

怒
り
を
感
じ
ま
し
た
。
私
も

ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦

争
な
ど
に
対
し
て
頭
に
来
て

い
た
の
で
、
若
い
世
代
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
リ

ア
ル
に
描
け
る
ん
だ
っ
た
ら

や
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
こ

の
映
画
の
ゴ
ー
ル
を
、
彼
ら

が
見
た
と
き
に
「
絶
対
に
戦

争
を
や
っ
て
は
い
け
な
い
、
戦

争
ふ
ざ
け
ん
な
」
と
思
っ
て
も

ら
う
映
画
に
で
き
る
ん
だ
っ

た
ら
ぜ
ひ
や
ら
せ
て
も
ら
お

う
と
思
い
ま
し
た
。
な
の
で
、

カ
ッ
プ
ル
が
映
画
を
見
た
直

後
「
何
食
べ
に
行
く
？
」
と

い
っ
た
会
話
で
は
な
く
、
席

を
立
て
ず
、
口
を
聞
け
な
い
、

そ
ん
な
心
に
刺
さ
る
め
ち
ゃ

め
ち
ゃ
リ
ア
ル
な
作
品
に
し

よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

そ
の
想
い
が
伝
わ
る
よ
う

に
、
か
な
り
計
算
し
て
脚
本

を
書
き
ま
し
た
。
一
瞬
で
商
品

や
企
業
を
売
る
Ｃ
Ｍ
を
長
い

間
や
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、

結
果
と
し
て
注
ぎ
込
ん
だ
か

ら
う
ま
く
い
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
思
っ
た
よ
う
な

映
画
と
し
て
達
成
で
き
た
上

に
、
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を

い
た
だ
い
て
、
さ
ら
に
今
、

こ
の
法
政
の
秋
田
大
会
に
い

る
。
人
生
は
わ
か
ら
な
い
も

の
だ
と
思
い
ま
す
（
拍
手
）。

秋田県校友会幹事長
川上清一さん

（1972 年経済学部卒）

480人の校友が肩を組み校歌斉唱

９月９日（月）法政大学校友会の３大イベントの
ひとつである、第23回オール法政ゴルフ大会が
千葉県キングフィールズゴルフクラブで開催され
ました。近年の猛暑を考え、開催日を例年より１週
間延ばしての開催でしたが、最高気温33.５度と
猛暑の中で、まさに熱戦が繰り広げられました！栄
えある優勝者は、法友野球倶楽部の飯塚正彦
さんでした。成績はグロス77、
ハンディキャップ７.２、ネット69.８
という素晴らしい成績でした。女
性部門での優勝者は、福井県
校友会の木村得代さんでした。
名古屋現太郎さん、伊藤齊さん
の２名の方がエイジシュートを達
成されました。
ご参加いただきました皆さんも
非常に暑い中、お疲れ様でした！
また来年、キングフィールズゴルフクラブでお会
いして、スクラム校歌を歌いましょう！

（副会長　石渡洋行）

第23回オール法政ゴルフ大会が
猛暑の中で開催される


